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ごあいさつ

国際情報科学芸術アカデミー 学長 坂根 厳夫

　今世紀後半になって出現した情報革命の波は、個人の生活環境

から、国際関係にまでさまざまな影響を広げてきています。それ

は経済の仕組みを変え、人々の間のコミュニケーションの仕方を

変え、教育や福祉や医療や創造活動の手法にも大きな影響を及ぼ

してきています。それにともなって、人々がいままでもっていた

宇宙観や自然観、生命観から美意識や倫理観までが徐々に変容 し

てきています。いや本来は自然の一部であったはずの人類の生命

現象までが、人工的に作り替えられ、操作可能な対象にさえなっ

てきています。

　 いま人類は、この情報化技術が生み出した新しい可能性を前に

して、それが約束する未来の生活への期待に夢をふくらませると

同時に、その意識や生命の変容をどこまで進化の過程として受け

入れるべきかどうかを虚心に話 し合うべきときにきています。

　 私たち国際情報科学芸術アカデミーは、新 しいメディア技術が

生み出した芸術の胎動を紹介する展覧会 「インタラクション'97」

を開催すると同時に、こんな現代の情報化時代の可能性や問題点

を率直に語り合う二つのシンポジウムを開くことにしました。

　 一つは展覧会のために来日された世界の作家たちによる、これ

からのインタラクティブ ・アー トの可能性を語 り合う トーク ・シ

ョー。もう一つは、情報化時代における人類の宇宙観から美意識

や倫理観の変容までを論じ合う学者 ・知識人たちによるシンポジ
ウムです。 現代の情報化ブームをただ無比判に追随するのでなく

より広い視点からこれからの人間の未来を考え直す機会にしてい

ただければ幸いです。
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【司会(神 成)】

　 本 日は、 ご来 場 いただ きま して、 まこ とにあ りが とうご ざい ます 。

　 世界 メデ ィア文化 フォー ラム、ア.___ト・ア ン ド・メデ ィア 国際 シ ンポ ジ ウムの2日 目に

当た るきょ うは、情報化 時代 におけ る 「意識 と生命 の進化」 と題 しま してパネル デ ィスカ ッ

シ ョンを始 め させ ていた だ きます 。

　 最初 に、本 校学長 の坂根 よ り、趣 旨につい て簡 単 に説 明 をい た します 。 お願 いい た しま

す 。

【坂根 学長】

　 い らっ しゃい ませ 。

　 昨 日に引き続 い て、 き ょうは も う少 しシ リアスな とい い ます か、 多少 かたい か も しれ ま

せ んが、む しろ我 々の意 識 とか存在感 とか、そ うい った こ とに関係 の あるテー マで 、や は

り3時 間 ぐ らい の長 丁場 にな ります けれ ども、 シ ンポ ジ ウムを開 きます 。

　 き ょうは長 野先 生 に司会 を してい ただ きます。 皆 さん も、例 えば カール ・セ ー ガ ンの翻

訳 だ とか、お な じみ の先 生 です が、今 は河合文化 教育研究 所 の主任研 究員 です 。

　 も う皆 さんお持 ちです よね。 ここにあ ります か ら肩書 は も う省 略 させ てい ただ き ます が、

順番 か ら少 し紹介 します と、京都 大学 の加 藤先生 、環境倫 理学 で有名 な方 です 。

　 それ か ら池内先 生。池 内先生 は阪大 の地球物理 の方 です が 、現代 の我 々の宇 宙観 とい う

ものが大 き く変 わ ってきてい る と。む しろ、例 えばスプー トニ クが上 がって宇 宙時代 に入 っ

た と。地 球 とい うもの を一望 で見れ る とい うふ うな時代 が来 た とい うのは、 どこかでや は

り人類 の意識 を拡 大 して、 それ で二 つの世界 を、つ ま り冷戦 の終結 に はい ろんな もの がか

かわ ってい る と思 うんです が、そ の背景 にはそ うい った もの も関係 してい る と思 い ます ね。

　 それ か ら室井 先生 、横 浜 国大 の情 報美学 の ご専門 です が、 つ ま り現代 の芸術 とい うもの

は、 多かれ少 なかれ情 報化 に向か ってい ます 。つ ま り今 までの物 を使 った作 品か ら、 む し

ろ非物 質的な世界 に入 って きてい る と。我 々の意識その ものが脳 の中か らも う外へ 出ちゃ っ

て、そ この 中で新 しいイ メー ジをつ く り出 した りしてい る時代 です ね。 そ の上 にあ る展 覧

会 もそ うい った よ うな ところか ら生 まれ てきた ものだ と思 います が、それ に伴 って、逆 に

言 うと、人間 は どこへ行 くのか とか、 あるいは人体 の全体 性 の 問題 の 回復 とか、 い ろんな

問題 が 出て きてい ます けれ ども、 そんな よ うな こ と。

　 それ か ら佐 倉 先生 、や は り横 浜 国大の先生 です が、生 命論 ですね 。 しか も人 工生命 なん

か を手 がけて、その辺のい ろん な人間 と物質 との境界領域 みたい な ところまでおや りになっ

てい らっ しゃ る と思い ます が、そ うい うところで、 き ょ うは どち らの方 向 に話 が進 む のか

わ か らない と。 さっきち ょっ と、実 は休 憩時 間 といい ます か 、お話 ししてい たんです が、

非常 にお もしろい。一人 ひ と り、 もちろん最初 に10分 ぐ らいず つお話 しいただ くん です が、

む しろ座 談形 式 に 自由に話 を してい ただ いた ら、 これ はす ば ら しい お も しろい もの にな る

ん じゃない か と僕 は期 待 してい るん です が、それ は長 野先 生 のす ば ら しい手腕 で うま く一

つ にま とめて いただ け る と思 うんですね。 ど うい うふ うにな ります か。
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　 きの うの体験 か ら言い ます と、3時 間ぴ った りや って 、 も う私 もへ とへ とにな ったん で

す が、 も しか した らコ,___.ヒー ブ レー クの よ うな時 間が とれ れ ば とい うふ うに期待 してい ま

す 。

　 それ か らも う一つ は、 恐 らく、 これ は長 野先生 がお っ しゃ るで しょ うけれ ども、や は り

言葉 が新 しい とい うた め にわか らない とい うよ うな こ とも出て くる と思 い ます ね 。そ うい

うときには遠慮 な く手 を挙 げて お っ しゃ つてい ただい て結 構 です ね、 先生 。

【長 　野 】

　 はい、ぜ ひ そ うして いた だ きたい と思い ます。

【坂根 学長 】

　 そ うい うところで、 あ ま りか た苦 し くな くて、 自由に、 時 には激論 が交 わ され る とい う

ふ うな こ ともあ るか も しれ ませ んが 、それ はそれ です ば らしい と思 い ます 。 それ で、現 在

の情報化 とい う物す ご くた くさんの情 報 がはん らん してい る 中で、す べ て の見方 が変 わ っ

て きて い る と。ア ー トその もの が変 わ って きて い るだ け じゃな くて 、価 値観 も変 わ って き

てい る と。つ ま りアー トの絶対 性 み たい な もの がな くな ってい る とか、 あ るい は専 門領 域

の壁 もな くなって きて い る とか 、い ろん な現 象 が出 てきて い ます ね。 それ か らい ろん な影

響 が出 てきて い ます 。 その辺 の ところ を各先 生 か ら論 じて いただ くこ とに なって 、現代 と

は何 か と。 この複 雑 な情報 がは ん らん して い る中で、我 々は どっ ちか とい うと、現 代 を と

らえ に くくなって い ます が 、そ うい う中で 、一つ の見方 とい うふ うな もの の ヒン トをいた

だ けれ ば幸いだ と思 ってい ます 。

　 そ うい うこ とで 、長 野 先生 、 ひ とつ よろ し くお願 い します 。

【長 　野 】

　長 野 で ござい ます 。

　今 お っ しゃった よ うに、 ど うい う方 向 に進 ん でい くのか 自分 で も見 当がつ か ない、 非常

に無責任 な 司会 にな ります けれ ども、 とにか くこの会 の キー ワー ドの一つ は、お っ しゃ っ

た情報 とい うこ とで あ る と思 い ます 。

　 それ か ら、情報 はAかBに 向かって進む とい うよ うな単純 な もので はな くて、ネ ッ トワー

ク、イ ンタラ クシ ョンで あ る、 あ るいは重奏 的 な、 マル チ な もので ある と。 それ が我 々 の

考 え方 、我 々の生活 を ど う変 え るか 、 ど う反 映す るか とい うこ とな のだ と思 い ます けれ ど

も、私 自身 は、仕事 として は非 常 に素 朴 な生物学 の一 つ、 生化 学な んです ね 。そ うい う立

場 か ら、イ ン トロダ クシ ョンを兼 ね ま して、人 間 は もちろん生物 の一員 で あ るわ けです け

れ ども、そ うい う とらえ方 自身 が、 この世 紀 の後 半 にそれ 以前 とは非常 に変 わ って きた と。

そ こに情報 とい うキー ワー ドが非常 に大 きな役割 を果 た してい る と。そ の考 え方 が社 会 の

考 え方 の反 映で もあ ります し、 ま たそ の基本 的 な生物 で のそ うい う人 間 の とらえ方 が社会

での人 間の 見方 に反 映 してい る とい うこ ともあ る と思い ます ので 、む しろ非常 に基礎 的 な

そ の生物 学 で、今 言 い ま した情 報 とい う考 え方 が ど うい うふ うに出 て きたんだ ろ う、使 わ

れ たんだ ろ うとい うよ うな こ とを序 論 と して 申 し上 げ たい と思 い ます 。
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　 実 は、 この情報 とい うス マー トな言葉 は、生物学 で は、は っき り言 って20世 紀 前半 まで

はほ とん ど登 場 してお りませ ん 。 じゃあ生物 学 は学 問で ない、情 報 でない のか とい うとそ

んな こ とはない んで、非 常 に素朴 な意味 では、む しろ情報 その ものだ った とい うこ となん

です ね、生物 学 は。要す るに博物 学 とい うの は、 どこに ど うい う珍 しい草 が あ ります とか

い うよ うな情報 、それ がた また ま ど うい う病 気 に効 く薬 と して効 能 が ある とい うよ うな実

用 的 な事柄 と重 な って です けれ ども、それ をあま り体 系立 てず に、 ただ積 み重ね られ た情

報 とい うよ り知識 です ね、そ うい うもの としてこつ こつ重 なって きた と、そ うい うものだ っ

た と思い ます 。

　 よ く生物 学 は記憶 の学 問で あ る とか 、悪 い意 味の博 物 学で あ る とか、悪 口を言 われ るの

はそ うい う意 味な わ けです けれ ども、 そ うい う時代 がだ んだん続 い て、生 命一般 とい うも

のを少 しはシステ ム化 とい うか、全体 として とらえようとい うので、生物学、 「バイオ ロジー」

とい う言葉 がで きたの がい つ か といい ます と、皆 さん は古い と思われ るか新 しい と思われ

るか、1802年 なんです ね。 フラ ンス の進化 論で有名 な ラマル ク と、 それ か ら ドイ ツの トゥ

レビラノス とい う2人 の人 がた また ま同 じ年 に 「ビオ ロジ」、 あるい は 「ビオ ロギー」、 そ

うい う言葉 を提 唱 してお ります 。 とい うこ とは、そ うい う一般 的 に生命 とい うこ とものを

と らえた らとい う考 え方 が、い わ ゆる時代 精神 と して そ こ ら辺 で世界 に漂 い始 めた と。 そ

れ が たまた ま2人 の人 が同時 に同 じ看板 を掲 げた とい うこ とに あ らわれ たんだ とい うふ う

に思い ます。

　 ただ し、そ の時期 か らまだ1世 紀半 の問 の生物 学 とい うのは、 いわば今 考 えて い る生命

の根源 には迫 ってい ない とい うか、細胞 とい うもの を単位 として 、細胞説 とい うのが また

確 立 したの がそれ か ら数十 年後 、1838年 、1839年 、そ うい うころです けれ ども、 それ の組

み 立て られ た もの と してい ろんな生物 とい うのがい る とい う とらえ方で 、 じゃ あその細胞

はなぜ 生 きてい るのか とい うところまで はだれ も問い詰 めない、 これ は生 き物 だ か ら生 き

てい るんだ とい うレベル で済 ませて いたわ けです ね。

　 そ うい う中で も、 とにか く細胞 とい うわ けのわか らない もの を単 位 と して、生体 とい う

複 雑 なシス テム が ど う組 み立 て られ てい るか とい う、 いわ ゆ る近代 的 なア プ ロー チ とい う

のが始 ま ったのは よ うや く19世 紀 後半 か ら、代表 的 に一人 の名 前 を上 げれ ばパ スツール で

す けれ ども、 要す るに実験 的 な生命 の追求 とい うの が始 ま ったの が よ うや くそ の時期だ と

思 い ます 。

　 詳 しい話 は飛 ば します けれ ども、 その あた りを契機 と して、殊 に19世 紀 後 半 には一般 的

な生理学 が かな り発展 い た します 。 そ うします と、細胞 か ら成 るただ の塊 では ない システ

ム としての生体 を ど うい うふ うに うま く整理 を してい るか とい うこ とで 、 固体 の 中で情報

が使 われ る とい う、 これ もまだ 素朴 な レベル です けれ ども、 そ うい う考 え方 は、 「情報」

とい う言葉 こそ使 い ませ んが、例 えばホルモ ンに よる制 御 、神 経系 に よ る制御 とい う形 で

生理 学 の 中では はっ き り出て まい ります 。 ホル モ ンで もって体 が うまい ぐあい に正 常 な状

態 に維持 され るの は、一 口で言 えば電気 ごたつ と冷蔵庫 と同 じよ うなネ ガテ ィブ フ ィー ド
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バ ック、行き過ぎたら戻す、足 りなければスイッチを入れる、そ うい う自動回路ができて

いるからだとい う単純素朴な情報の単線的な回路ですね。そ うい う考え方は割合早く、大

体1世 紀前 に確立 してお ります。

　 じゃあそれからどんどん話がシステムをもっと複雑にする方に進むかとい うと、一度そ

うではなくな ります。とい うのは、わけのわからない単位 といいました細胞そのもの、そ

れがなぜ生きているんだろうとい うようなこと。これは全体か ら組織を取 り出して培養す

る組織培養、さらにそれでも気持ちが悪いというんで、細胞1個 だ けつまみ出 してふやす

細胞培養、そういう技術が発達してきて、組織培養で特に初期に有名な人にはアレキシス ・

カレル というような名前がありますけれども、鶏のある組織を取ってきて鶏の寿命よりず

うっと長い数十年生かしたとかい うような有名な話がありますが、カレルの業績そのもの

は、実は、その細胞を養 うとき、いろんな生体成分を入れるわけですけど、そのとき新 し

い細胞が紛れ込んでいたんじゃないかと。だから、本当はそれほど長生きしたんじゃない

んだろうとか、いろんな話はありますけれ ども、とにかくそういう考え方ができ、実際に

1個 の細胞だけでの細胞培養 とい うものも成功するようになりますが、それじゃあその細

胞がなぜ生きているんだとい うことで出てきたのが生化学ですね。細胞の中ではいろいろ

な、AをBに 変えるとい うよ うな酵素反応、そのとき酵素そのものは変わ らない。存在す

ればいいというと手品みたいですけれ ども、要するにバケツの二つの間に水を移そ うとす

れば、サイフォンでもってホースをつなげば水は移るわけですね。しかし、そのホースは

変わらないとい うように考えていただければいいわけですけれども、そういう酵素という

ものがたくさんあると。細胞をつぶしていろんな酵素のことを調べると細胞の秘密がわか

るんじゃないかというんで、20世 紀前半は、一 口で言い ます と生化学全盛、生化学帝国主

義の時代だったと思います。

　ところが、そのや り方では細胞そのものも丸ごと扱 うのは複雑で、生化学者の手には負

えないと。ちょうど物理や科学と同じように均一系を扱 うのが、そうい う考え方での先端

的なサイエンスであるとい うような考え方から、もったいないことに、肝心の細胞をどん

どんす りつぶしちゃうわけですね。それで、できるだけきれいな単一の酵素を取 り出して、

その酵素の反応を試験管の中で調べて、それからどうい う阻害剤が効くとかいろいろ調べ

て、それでわかったわかったというわけですけれども、考えてみると、それだけでは何も

わからないわけです。例えば100種 類の酵素がある としま して、その100種 類 の酵素が細

胞の中で同時に働 いたら、要するにオーケス トラが指揮者なしにいきなりでたらめなワー

という音、 トゥッティで奏でるだけの話で、最後は崩壊するだけの話であるはずだと。

　そこには何か、ちょうどさっきフィー ドバック回路 と言いましたけれども、調節がなけ

ればならないのですけれども、生化学の方法論からはそれが抜け落ちていたとい うか、そ

れを考えると生化学とい う商売が成 り立たなくなるから考えないようにした と言ってもい

いのかもしれませんが、それでもその単位がそれぞれわかったとい うことで、生化学の悪
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口を言 うつもりはありません、私も生化学から発足いたしましたから。そういう時間が続

いたと。

　それで一段落してみますと、では、その酵素 とい うのはそれぞれ複雑なたんぱく質です

から、さっきのような自分が変わらないで相手を変える触媒 とい う働きができるわけなん

ですけれども、その複雑なたんぱく質とい うのは、ご承知だ と思いますけど、例えば100

個のアミノ酸がつながっていると。特定の順序でつながっている。だから特定の酵素の働

きがあると。じゃあその順序につなげるのはだれかという問題が生化学者の頭の中にちら

ちらし始めます。最初の素朴な考え方としては、酵素はいろんなことができる偉いたんぱ

く質であるから、やはり特別な酵素をつくる酵素があるのだろうという考え方がちらちら

頭の中をかすむわけですが、これはもう皆さん既にお気づきのように、無限循環に行き着

きます。それは、最初に酵素を発見したサムナーという人が、冗談ででしょうけれども、

大学院の学生をいじめるのに質問したというんですが、「酵素は君、何がつくると思 うか

ね」と。「それは酵素　　　たんぱく質ですね　　　そのたんぱく質をつ くる酵素です」 と。

「じゃあその酵素をつ くる酵素は何がつくるのかね」 と。以下同様で、これはNDを すれ

ばいいわけです けれ ども、その考え方では結局答えは出ないわけですね。

　それ と並行 して進んできました遺伝学から言うと、人間は人間、馬は馬、松の木は松の

木であるのは、同じ細胞 といってもそれぞれ違 うんだと。たんぱく質が似ていても違 うん

だと。それは遺伝によると。そ うすると、そのたんぱく質を決めるもとになるのは、ここ

ではまだ 「遺伝情報」という言葉ははっきり出てきません。遺伝子の働きであるというふ

うな考え方が固まってくるわけですけれども、そういう難 しい働きをする遺伝子 というの

は、やは り特別なたんぱく質じゃないかというような考え方がしば らくぐずぐず続きます。

　生物学者ワトソンに言わせると、ワトソンというのは、ご存 じのようにアメリカの分子

生物学者で、非常に思ったことをずばずば言 う人ですけれども、まさかそういう言い方は

しませんけれども、生物学者は頭が悪いからそんなことばっかりぐずぐず考えていて堂々

めぐりになっていたんであると。それで、自分たちが物理学の方からもっとすっきりした

考え方をわっと持ち込んで、遺伝子はDNAと い う分子であるとい うことをはっきりさせ

た。その有名な論文 とい うのは、きょう写真を持ってくるのを忘れましたけれ ども、1953

年の 「ネイチャー」に出ました、ちょうど刷 り上がり正味1ペ ージの論文です。それがダー

ウィン以来最も大きな影響を生物学に及ぼしたと言われる論文の正体ですけれども、その

ときを皮切 りにいたしまして、DNAが なぜ遺伝子か とい うお話 はもう生物学総論になっ

てしまいますから省略いたしますけれども、そういうことをはっきりしたモデルによって

唱え出して、それまでいわば博物学、それからせいぜい現象的な生物学であったものを、

体系立てた遺伝の情報によってまずたんぱく質がつくられると。その組み立て相互の働き

によって細胞ができ、また大まかに言えば階層的に積み上がって調和のとれた全体ができ

るとい う、いわば演繹的な生命のイメージというものが確立してまい ります。

　 そのもとになる遺伝子 とい うのは四つのある単位、ちょうどトランプの四つの印を考え

5



ていただければいいのですけれども、そういうものからでき上がっていると。それが非常

にたくさんの数がつながったものが遺伝子ですね。たくさんというのは、一つの酵素に対

して数千 とか、最低数百 とか、場合によっては数万とか、そういう数ですけれども、そ う

いうものがモールス符号のように符号になってつながっている。これが生命の情報のもと

であるということで、ちょうどそのころコンピューターサイエンスの方も恐 らく確立し始

めて、「情報」というような言葉、コンピューターサイエンスと物理学の方ですね。シャノ

ンの情報理論 とか、そういう方で情報とい う概念が出てきたのと、また生物学の方で、ちょ

うど遺伝子は情報であるというと一番話がすっと進むわけですが、そうい う業績が出てき

たのと、不思議なことに、いつでも、直接関係はないんですけど、並行 しながら進んでい

るんですね。そのほかの並行現象のことは後で出るかもしれません し、今は省略しますけ

れども、そ ういう形でもって、非常に生命を解くキーワー ドとして、一番基礎のキーワー

ドですね。情報 というものが使えるようになった。

　それで、固体までの生物のレベル とい うのは、いわば今の生物学の体系で言えば、大体

遺伝子からつながって話が全部つながります。ただ、これはもちろん環境の影響がない と

いうことを言っているわけでは全然ありません。全部が遺伝子で決まるというのは、遺伝

子決定論還元主義 と悪口を言われるように、そうい う単純なものではないわけですけれど

も、そのもとになる情報がなければ何も起こらないとい うこともまた確かなわけですね。

　 ところが、その固体 といっても、たくさんあるうちで、やっぱ り人間というのはほかの

生物 と違って特別だと思っている。これはキリス ト教的な発想に限らず、我々も何 となく

そう思っていると思 うのですけれども、その考え方も、今の遺伝情報とい うものを考えて

みると、突き崩 されます。基本的には、その後わかったことですが、人間とチンパンジー

の今の遺伝子の情報 とい うのは、控え目に見ても98%ぐ らいは同 じだ と思 うんですね。そ

れなのに、お猿 さんと人とこれだけ違 うのはなぜかとい うのは今でもわからないところが

ありますけれども、とにかくそ うい う物質システムとして見たら、チンパンジーと人間の

差 とい うのはやっぱ り誤差範囲であるというふ うに、これははっきり言 うことができます。

　そうします と、その考え方を逆に上の方へ伸ばしますと、それしか違わないものが、な

ぜ人間はこういう知的活動を行い、技術をつくり、それから情報 とい う概念をつくってそ

れを駆使 し、文化、芸術をつくりというようなことをやっているんだろうとい うような形

で新 しく問題が設定されます。それ とともに、それはつまり遺伝子から文化まで縦につな

げて考えた場合ですけれ ども、途中で幾つかの節 目で切ってみます と、今度は人間の社会

というものを考えてみます と、やはり人間の社会では、ある伝統、パターン、規則、そ う

いうものが一種の情報 として社会の中に伝わ り、社会をまとめるルールの役割を果たして

いるわけですね。それ と、遺伝情報が情報 として働いて固体をまとめる役割を果たしてい

ると。その間に、今度は縦につながったものを幾つかに分節 してみると並行現象が認めら

れると。今、二つに切っちゃいましたけれども、間にもう一つ挟めば、殊に高等動物、我々

なんかの場合には、脳で物を考えられるとい う神経系のネットワークですね。これはまさ
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に情報回路にすぎないので、ごく大きく言っても、固体の維持運営、それから固体の情報

処理とい う神経系統、それから社会という一つの情報システム、そ ういう三つのものが今

度は並行して、同じようなアナロジーで考えられるということが生物学の方からも展望で

きるようになってきたとい うことであります。

　そして、殊にその最後の部分の情報の扱い方が、これは物理的なテクノロジーのサポー

トが非常に大きいわけですけれども、急速に発展して、コンピューターの時代、それこそ

マルチメディアの時代 とか、もてはや されるような潮 どきになりまして、きょうのこうい

うフォーラムというのもそ ういう趣旨で開かれていると思 うわけであります。

　ちょうど今お話 ししましたような、三つにしか分節 しませんでしたけれども、それぞれ

のレベルの屈指の論客の方々が来ておられますので、ただあまりそれぞれの方が大演説を

ぶつとい うよりは、さっき言いましたように、初めに基本のことを話 していただいたたら、

後は、司会者 として無責任ですけど、出たとこ勝負でやったらおもしろいだろうというふ

うに皆さんの意見も一致 しまして、そうい う形で進めていきたいというふ うに思ってお り

ます。

　まず生物の話から始めましたので、やはりその生物から出られて、無責任に言いますと、

佐倉先生は、初めは、生物といってもお猿さんの世界につき合っておられたんだと思いま

すが、今は人工生命というようなことで、非常に幅広く、いわば固体 レベルから社会 レベ

ルまでの生命ですね。それを論じたり扱っておられる方と思いますので、順序 としてまず

佐倉さんからお話を続けていただきたいと思います。

【佐　倉】

　 どうもありがとうございます。

　皆さん、初めまして、佐倉です。

　今、長野先生の方から非常に格調高いお話をいただいたわけですけれども、その後を受

けるのはちょっと借越なんですけれども、その後を受けまして、もうちょっと最近の時代

における生命と情報の関係について簡単にご説明して、その後で人間の知識ですね、科学

もそうですけれども、文化 とか、もちろんアー トも含まれますが、そ ういうものを生命的

に見るとどういうことになるのかとい うような話題提供をちょっとしたいと思います。こ

ちら、お願いします。

　画面に映るはずですが、しばしばこういう予期せぬことが起こるわけでして、これが最

近はや りの複雑なシステムですね。複雑系の科学とい うところで、カオスとかフラクタル

とか言われて、経済現象も予期できないとか、生物がそうなんだ とい うことで言われてい

ることを身をもって体験 しているわけですけれども。

　お待たせしました。

　大げさな割には大 した中身はないんですけれども、タイ トル としては 「生命科学と情報

科学の出会い」ということですが、まずその生物学というのがありまして、もう一つ情報

とい うのがあるわけですけれども、まずここから、生物学が情報にどういう影響を与えた
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か。今、長 野先 生 がお話 しい ただ いた のは、 これ の も う一段 階 前 に情報 概念 が生物 学 に ど

うい う影響 を与 えたか とい う話 だ った わ けです けれ ども、 その後 です ね 。 そ こか ら、20世

紀 の半ば を過 ぎてDNAが 出 てか ら、生物 学 と情報 が ど うい う関係 に あ るか とい うところ

の話 を したい と思 い ます 。

　 先 ほ ど、長 野先 生 の方 か らも人工 生命 とい うよ うな こ とが出 ま した けれ ども、最 近言 わ

れ てい るのは、 要す るに コン ピュー ター の プ ログラム を一つ の生 命 の よ うな もの とみな し

て進化 させ た り、動物 の動 き方 とい うの を、実 際 の生物 がや ってい る よ うな こ とでや って

み ようとい うコンピュー タープ ログラ ミング、あるいは コンピュー ターグラフィックス、 「ジュ

ラシ ックパ ー ク」 で恐 竜 がば あ っ と群 をな して動 くとい うの は、実 際の生 物 が動 い てい る

の と同 じよ うなアル ゴ リズ ムを使 ってや った とい うや り方 が あるわ けです ね 。人工 生命 も

その一つ です けれ ども、 こ と しの夏 ですか、 「ジュ ラシ ックパ ー ク」 の続 編 の 「ロス トワー

ル ド」 も映 画化 され る よ うです けれ ども、そ うい う意 味 で、生物 学的 なや り方 が、情 報 と

い うか コン ピュー ター の世 界 に及 ぼ した影 響 とい うのは、 それ はそれ で あ る と考 え られ ま

す 。

　 じゃ あこの情報科 学の方 が生物 学 に ど うい う影響 を及 ぼ した のか。 これ はいまだ にち ょっ

と定 かで はない わ けです けれ ども、 ここで あえてひ き く くって 、知 識 を生 命 の よ うな もの

として とらえ る とい う見方 が 出て くるの ではな いか とい うよ うな こ とを提 唱 したい と思 う

わ けです 。 要す る に生物 とい うの は情 報 なんだ とい う話 にな って、情 報 の方 で コン ピュー

ターで こ うい う話 が あ るよ となっ た ときに、 じゃ あそ の人 間の知 識 とい う一つ の情報 も生

物 の よ うな もの と とらえ られ るので はな いか とい うよ うな話 が 出て くるわ けです ね。 そ う

い うこ とを言 っ た人 は リチ ャー ド ・ドー キ ンス とい うイ ギ リス のオ クス フォー ド大学 の生

物 学者 で、格好 つ けて撮 ってい ます けれ ども、非常 にき ざな お じさん で、 これ は ち ょっ と

若 い ときの写真 な んです かね 、最 近 ち ょっ とおな か も出て きたん です けれ ども、 非常 に よ

くもて る とい うこ とで有名 な人 なん です けれ ども、彼 が1976年 に 「利 己的 な遺伝子 」 とい

う本 を書 きま して 、非常 にベ ス トセ ラー になった わ けです が、そ の 中で、人 間 の文化 も一

つ の情報 シ ステ ム、生命 も情 報 システ ム、 そ うい う観 点 か らは 同 じな んだ とい う説 を主張

したわ けです 。以後 、 この ドー キ ンスの発想 を受 けて学 問 が展 開 して い る とい うわ けです 。

　 その特徴 として 、情報 の シス テム には必ず 寄生体 が出現 す る、 これ が生物 学 と情報 学 の

接点 の一 つ の成 果 と してい るん では ないか。 情報 の システ ム とは何 か 、例 えば生 命 が あ り

ます ね。 生命 自体 が遺伝 子 とい う情報 を進化 させ て きた 。 あるい は コ ン ピュー ター プ ログ

ラム とい うの も一つ の情報 の システ ムです けれ ども、 こ うい う自分で活 動す る情 報 の シス

テ ムが あった ときには、 寄生体 、生命 の ウイル ス 、 あるい は コン ピュー ター ウイ ル ス、 こ

れ らは、 自分 で は何 も しない で、複 製能 力 もない わ けです けれ ども、 も との プ ログ ラムな

り生物 が複 製す る ときに、それ に乗 っか って どん どん どん どん複 製 してい く、究極 の寄生

体 なわ けですね 。 こ うい うもの が必 ず 出現 して くるんだ 。情報 の シス テ ム、生物 であ る と

か、 コ ンピュー タ.___のプ ログ ラム とい った ものが進化 して複 雑 にな って くる と、必ず それ
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にた だ乗 りす る コン ピュー ター ウイル ス とい うの が出て くる と。

　最近 は、何 か小学校 に生 物 の時 間で ウイル スの話 をす る ときに、 まず 先 生 は コン ピュー

ター ウイル スの話か ら入 る とい うんです ね。 「おまえ ら、 コ ン ピュー ター ウイル ス とい って

知 ってい るだ ろ う」 「うん、知 ってる知 って る」 と。 「生命 の世界 で もあれ と似 た ものがあ っ

てな 、それ を ウイル ス とい うんだ よ」 と、みん な 「ああそ うか」 とい うふ うに言 う とい う

話 を聞いた こ とが あ ります けれ ども、それ くらい この二 つ とい うのは よ く似 てい る。 自分

で は何 も しない で、乗 っか って動い てい く。

　 さて、 そ うす る と、人間 の知 識 とか文化 とい うの も一 つ の情 報 系、 自立す る情報 の シス

テ ム と考 え られ ます 。そ うす る と、 これ にただ乗 りす る、 この レベル でただ乗 りす る ウイ

ル ス の よ うな もの があ るので はないか。 これ を先 ほ どの ド.___キンス とか ほかの人 は 「心 の

ウイル ス」 とい うふ うに名づ けてい ます。 これ はち ょっ と紛 らわ しい んです けれ ども、何

か実 際 の生物 の ウイル スに よって心 の病気 にな る とい うこ とを言 ってい るので は あ りませ

ん 。例 えば狂 牛病 と同 じよ うな病 気 が人間 にもあって、 あれ はプ リオ ン とい うもので、 ク

ロイ ツ フ ェル ヤ コブ病 で したっ け、何 かそん な よ うな病気 が あ って 、 ち ょっ と精 神病 のよ

うにな って しま うん です けれ ども、 そ うい うこ とを言 ってい るんで はな くて、 あ くまで も

一つ の情報体 として、人 間 の知 識、 あ るい は心理 、文化 にた だ乗 りして ふ えてい くよ うな

もの、それ を心 の ウイル ス とい うふ うに名づ け るわ けです 。

　 昨年 は リチ ャー ド ・ブ ロー デ ィー とい う、 これ は情報 科学 の何 か会社 をや って いた人 で

す けれ ども、 ア ・バイ ラス ・オ ブ ・ザ ・マイ ン ド、 ま さに 「心 の ウイル ス」 とい う本 を出

してい るわ けです けれ ども、人 間の脳 に麻薬 の よ うにい ろんな もの が注 射 され てい る。 コ

カ コ,___.ラとかい ろい ろ書 いて あるんです けれ どもね 。

　 具体 的 に ど うい うものが じゃあ心 のウイル ス か とい うと、 これ は まだ ち ょっ と議論 が分

かれ てい る ところなんです が 、幸福 の手紙 とか不幸 の手紙 とい うよ うな もの があ りますね 。

あれ は どっちです か、両方 あるんです か、不幸 の手紙 とい うのが来 て、 これ を1週 間以 内

に30人 の人 にば らまかない とあなた に不幸が訪れ ます と書 いて ある。 あんなの く しゃ くしゃ

と丸 めてぽい と捨 てれ ばいい んです けれ ども、何 か ち ょっ と人 間 の心 とい うのは ああい う

ものが気 にな る よ うにで きてい る。 その気 にな るよ うな人 間の心 の動 きに寄生 して不幸 の

手紙 はふ えてい くわ けですね 。30人 全 部書 くのは ち ょっ とまず い か ら、私 は良識 が あるか

ら10人 ぐ らい には出 してお こ うか な とい って出す わ けですね 。それ によ って延 々 と広 が っ

て い く。先 ほ どの ブ ローデ ィー とか、 あるいは ドー キ ンス とそ の共 同研 究者 な どは、 そ う

い う不 幸の手 紙 幸 福 の手 紙 とい うものの系統 を さかの ぼって い きま して 、一番 古い の が

ア メ リカ のメ リー ラン ド州 で 見つか った1901年 に始 ま った不幸 の手紙 が、今 で もず うっ と

続 い てい る とい うその系統 を明 らかに しま した。 い ろい ろ突然変 異 の跡 が あ って 、最初 は、

この幸福 の手紙 を10人 にば らま けば100ド ル か何 かも らえる とい う話 で したが、今 は2,000

ドル に値 上 が りしてい る とか、 そ うい う微 妙 な突然 変異 が あって生 き残 ってい る とい うこ

とが言 え るん です けれ ども、そ うい うふ うに、 自分 自身 はほ とん ど何 も しない んだ けれ ど
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も、ただ単に無意味に増殖する、そういうものとして心のウイルスとい うものが考えられ

る。

　 じゃあ不幸の手紙、幸福の手紙以外にどんなものがあるのか。これがまた議論の分かれ

るところなんですが、例えば宗教なんてい うのはそういうものなんじゃないかというよう

な説があります。私もちょっとそれに加担したいのですが、これは小林よしのりの 「新ゴー

マニズム宣言」の第2巻 か らとったものなんですけれ ども、小林よしの りさんは、あのオ

ウム批判をしたためにオウム真理教の人からVXガ スをまかれそ うになって、あわや殺 さ

れる寸前まで行ったとい うことで、まだここでオウムの批判を繰 り広げているわけなんで

すけれ ども、そのときのイメージとして、各信徒の頭の中に麻原尊師の思想がぽこぽこと

入っているわけですね。いわゆるマイン ドコン トロール。これはまさに麻原尊師の 「悪い

やつは殺して構わない、ボアだ」 とい うような思想が、この人たちの心にウイルスのよう

にして寄生 しているものだというふうに考えることができるわけですね。恐 らくある種の

宗教の概念 とい うようなものは、このようにして心のウイルスとい う考え方を使 うことに

よって説明できるのではないか。先ほどの ドーキンスなどはかなり強固な無神論者なので、

神という概念がそもそもの心のウイルスなんだ、神はウイルスなんだ ということを言って

いますけれども、それはもちろん賛成していない人もいるわけですけれども、ある種、刺

激的であり、魅力的な考え方であるというふ うに言 うこともできると思います。

　そ うします と、こういったいろいろな思想が広がったり、悪い思想が広がった りという

ことは、実際の生き物のウイルスが広がっていく伝染病 と同じようなものだと考えていい

のではないかということになります。そうすると、実際のウイルスが広がるイ ンフルエン

ザやなんかを予防した り治療するのがいいんだったらば、そういう心のウイルスが広がる

のも予防してもいいんじゃないかとい うような話になるわけなんですけれ ども、そこで知

識を製造、流通、どうして管理するかとい うような話になるわけです。生き物 とい うのは、

基本的に情報をシャッフル して進化 させるものなわけです。そこでは当然家畜のように、

人間が使 うために人為選択、人為淘汰 とい うことをして、交配していっぱいお乳の出る牛

ばっかり出す というようなことも、管理をするところがあるわけですけれ ども、生命の情

報 というのは、人間が管理 して初めて人間に使えるようなものになる。じゃあ人間の知識

もそ うなのかもしれない とい うような話が出てくるわけです。

　現在、科学技術は日常の隅々にまで行き渡っていて、こういうエレク トロニクスでもそ

うです し、最近では、先ほども控え室で皆さんと話 しているときに話題になったんですが、

クローン羊なんてい うのが出てきて、非常に身近な問題に科学技術がいっぱい関係 してい

る。しかし、身近な問題に関係 してくればしてくるほど、従来の倫理観 とか生命感 といっ

たものとずれるような状況が頻繁に出てきます。クローン羊もそ うですし、それから生命

倫理などに関する問題、いろいろあります。そ ういった状態で科学者 とか、あるいは思想

家とか、もちろん宗教家 とか、何でも入れてもいいんですけれども、そ ういった知識を何

か言 う人というのは、知識 という製造物に対 して一種の責任を負 うのではないか。最近、
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製造物責任 とい うことがやかましく言われて、電化製品なんかはもうマニュアルにすごく

いっぱい警告が書いてあってわけがわからない。そうい うつくる側の責任 ということが言

われるわけですけれども、知識の製造、流通とい うことでい うと、知識を製造する人の製

造物責任とい うのは問われるのか問われないのか、問われるべきではないかとい うような

ことが考えられます。

　逆に、マスコミとか教育 とい うことに携わる人は、むしろ流通するところでどうい うふ

うな責任を果たしていくのかと。これが先ほどの心のウイルスというものと絡んでいくと、

例えばある種の言論の統制 とか、そういったものも正当化 されるのかどうかとい うような

話になるわけなんですけれ ども、それはまたこの後のディスカッションについて討論いた

だければとい うふ うに思います。以上です。

【長　野】

　 どうもありがとうございました。

　非常に明快に、社会における知識という情報のあり方についてこ議論いただいたわけで

すけれども、この知識というのは科学 と深い関係があるわけで、私の初めの話と割合つな

がるわけですけれども、よく真 ・善 ・美とい うことを申します。キーツという詩人は、真

なるものは美しいとかという有名な詩の中で、真と善 と美はイコールであるというふ うな

言い方をしてお ります。

　今、「製造物責任」という言葉が出ましたけれども、芸術、ここでもいろんなおもしろい

だまし仕掛けみたいなものがあったりいたしますけれ ども、芸術の世界では、製造物責任

とい うとおかしいんですけど、今までの話の中では、こうい うことはわかったとか、知識

の世界のことは割合出てきたわけですけれども、いわゆる美の世界についてはどうなんだ

ろうとい うことを次に室井さんにお話ししていただきたいんですけれども、どうなんです

かね。

　 それで、なぜ人間が芸術を欲するかというのを論 じ出すと大変だ と思 うんですけれども、

アルタミラの洞窟とか、そのころのヨーロッパの洞窟なんかに有名な壁画なんかが残って

いまして、それはやっぱ り何かまじないの意味を持っていたんだろうというんですけれ ど

も、そのまじないということも恐 らく芸術的な活動ということと関係が深くて、これはま

たさっきの宗教 とい うこともつながってくるわけですけれども、そういう欲求というもの

をそもそもなぜ持っているかということを論じ出したら大変ですけれども、今の情報が主

に、さっき言いましたように技術に支えられてですけれども、そうい う形でどんどん芸術

をも変えようとしていると。そういう現状と、そ ういう中で、これから芸術 というのは昔

の素朴なままの人間社会に対する意味づけというのか、そ うい うものであり続けるのか、

あるいは変わるんだろうかというようなお話を恐らくいただけるんじゃないかと思うんで

すが、よろしくお願いいたします。

【室　井】

　 室井です。
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　 私 で よろ しいん です かね 、何 か、私 は次 の次 じゃない か と思 って い たん です け ど。

　【長 　野 】

　 先 ほ どの真 ・善 ・美 とい うと、 善 の方 が先 にな るわ けです けれ ど も。

　【室 　井】

　 結構 です 。

　 今 、 ち ょっ とい ろい ろなお話 を してい ただ き ま した けれ ども、時 間 も限 られ てい ます ん

で、少 し後 に回 して先 に話 して お きたい こ とが三つ ほ どあ ります 。

　 一つ は、情 報 テ ク ノロジー の特 徴 とい うよ うな こ と。 も う一つ は 「ポ ス トモ ダ ン」 とい

う言葉 で言 われ る よ うな、 近代 とい う時代 とこの情報 テ ク ノロジー の関係 ですね 。 それ か

ら最後 に、今 お話 が あった よ うに、情 報テ ク ノロジー とアー トとい うこ とも考 えて きた ん

です が、恐 らく10分 間 とい う目安 でや って います んで、そ こまでは ち ょっ といかないん じゃ

ない か と思 ってい ます 。

　 最初 に情報 テ ク ノ ロジー とい うこ とを考 えてみ たいん です けれ ども、 この シ ンポ ジ ウム

のタイ トル で も、 「情報 時代」 あ るい は 「情報化 時代 」 とい う言葉 が使 われ てい ます 。情報

化 時代 とか情報 時代 とい うのは実 は行 政用語 で、政府 白書 か ら とられ てい る言葉 だ と思 う

ん です ね 。た しか何 年 か前 に、 もはや情 報化 時代 ではな い と。 これ か らは情報 時代 で あ り

情報社 会 で ある とい うよ うな こ とが言 われ てい るわ けです けれ ども、いず れ に しま して も、

情報社 会 とか情報 時代 とい うよ うな こ とが言 われ る こ とが今 多 いわ けです 。 その 「情報化

時代」 とい う言葉 を聞 くとす ぐ私 た ちはイ ンターネ ッ トとある とか コン ピュー ター で あ る

とか、いわ ゆる情 報テ ク ノロジー のこ とを思 い起 こ して しま うわ けです が、ただ コ ンピュー

ターや そ うい った情報 テ ク ノ ロジー その もの は私 は大 した 問題 では ない と考 えて い ます 。

もちろん非 常 に画期 的 な ツール で あ ります し、新 しい道 具 なんです が、道具 が あ らわれ る

だ けで は文 明 とい うもの は変 わ りませ ん。 つ ま り電 気 が まがあ らわれ る と、 もちろん生 活

が変わ ります 。それ か ら冷蔵 庫や 洗濯機 が家庭 に入 ります と、生活 が変 わ ります 。それ と

同 じよ うな レベ ル で、 コン ピュー ターや パ ソコンが普及す れ ば生活 が変 わ ります 。で も、

それ は文 明そ の もの を動 かす とい うよ うな こ とにはな りませ ん。

　 した がって 、情報 社会 とい うこ とが言 われ てい る ときに は もっ と大 きな こ とが言 われ て

い るんだ と思 うん です ね 。つ ま りコン ピュー タ.___やイ ンターネ ッ トとい うのは 目に見 える

部分 で あって、 実際 、 問題 にな って くるの は、それ を生み 出 した も とにな る世界観 、 それ

か ら宇 宙観 と申 し上 げて もい いです けれ ども、そ うい った世 界や 自然 の見方 が変 わ ってい

る とい うこ と。 それ か らも う一 つ は、今度 はその先 です ね 。つ ま り情 報 テ ク ノ ロジー の先

に生 まれ る もの 、 これ は何 か とい った ら文化 です 。表現 や文化 、 芸術 、 アー トとい って も

いい です 。 そ うい う部 分 におい て大 きな変化 が生 まれ てい る。です か ら、 コ ン ピュー ター

や イ ンターネ ッ トとい うもの ばか りに 目が向 きが ちなわ けです けれ ども、実 際 に大 事 なの

はそ の手 前 にあ る もの、それ か らそ の先 に ある もの、 この二 つ で ある とい うふ うに私 は考

えて います。
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結局 、今 までの世界 観や 人 間観 、そ うした知識 の枠 組み が今崩 れ始 めてい る とい うか 、

メル トダ ウン し始 めてい るわ けですね。 その 中心 に あるのが情報 テ ク ノロジー とい うもの

で は ないか と思 うんです 。

　 非常 に時 間がな いん で簡 単 にま とめてい きたいわ けです けれ ども、テ クノ ロジー といい

ます か、 も うち ょっ と基 本的 に考 え る と技術 で も結構 です け ど、基本 的 にす べて技 術 とい

うものは我 々の身体 の拡 張 で あるわ けですね 。別 に身体 と言 わ な くて も、人 間 の拡 張 で あ

る とい うふ うに言 って もい い と思い ます。 もとも と、最 初 、人 間が棒 を使 った り、 あ るい

は武器 をつ くった りした、 あ るい は簡 単な力学 的な装置 、例 えば滑車 で ある とか とい うよ

うな もの を使 ってや った こ ととい うのは、結局我 々の身体器官 の形態機 能 のシ ミュ レー シ ョ

ン、歯 、つ め、 こぶ し、腕 の拡 張 とあ ります 。例 えばハ ンマー とい うの は腕 の拡 張 で ある。

それ か らや りや 弓矢 とい うよ うな もの も、 これ は歯や つ めの拡 張で あ る とい うふ うに考 え

る こ とがで きます 。 これ は、 と りあ えず生物 学的 なカ の有効 利用 のテ ク ノロジー で ある と

い うふ うに考 え るこ とが で きる。

　 その次 に 問題 に なって くるのは、い わゆ る産業革 命 です ね。 産業革 命 がつ く り出 したテ

ク ノ ロジー、 これ はいわ ゆ る動燃機 関、蒸 気機 関 とか ガ ソ リンを使 った エ ンジ ンの よ うな

もの、 こ うい うものに基づ い て、いわ ゆ る 自動機械 です ね。 これ は筋 肉の拡 張で あ り、運

動 系 のシ ミュ レー シ ョンで ある と。簡単 に言 った らカ とス ピー ドのテ ク ノ ロジー で ある と。

つ ま り産業 革命 以降 の産業 社会 とい うもの は、カ とス ピー ドとの テ ク ノロジー に よって社

会 を進化 させ て きたわ けですね 。 これ に よってわず か200年 、300年 ぐ らいの 問 に、我 々

は、カ 、それか らス ピー ドにおいて、それ以前の数 千年 とい うか、数万 年か けて我 々がや っ

て きた こ とをあ っけな く乗 り越 えて しま って 、それ も も う数 十倍 、数 百倍、数 千 倍 とい う

よ うにそれ らを拡大 して きたわ けです 。それ が産業社 会で あ ったわ けですね 。 ところが、

コ ンピュー ター に代 表 され る情報テ クノ ロジー とい うの は、Cと い うふ うに書 かれ てい る

よ うに、 これ とも違 うんです 。 もち ろん産業社 会 の延長 線上 に こ うしたテ クノ ロジーが あ

らわれて きた んです が、 コ ン ピュー ターや デ ィジタル メデ ィア とい うの は、い わば神 経系

のシ ミュ レー シ ョンで ある と。神経系 のシ ミュ レー シ ョンであ る とい うこ とは、力 や ス ピー

ドを拡張す る とい うテ ク ノロジー で はないんですね 。そ うじゃな くて、人 間 が世界 を認識

して、 そ して世 界 に働 きか けて い くとい う、そ この認知 システ ム 自体 が拡 張 され てい くと

い う新 しい タイ プのテ ク ノ ロジーです 。仮 に情報編集 のテ ク ノロジー とい うふ うに書い て

お きま した けれ ども、カ とス ピー ドに対応す ると、心 のテ クノロジー と言 って もいい ん じゃ

ないか な と思 い ます 。つ ま り心 と物 とい うこ とでい った ら、それ 以前 のテ ク ノ ロジー が筋

肉 を拡張す る。それ に対 して 心 とい うか、脳や神経 系 の機 能 を拡張す るの が情 報 テ ク ノロ

ジー で ある とい うふ うに考 えてみ たいわ けです ね。

　 だ か ら情報 テ ク ノロジー とい うのは、 よ く世界 をデ ジタル情報 に変換 した とい うふ うに

言 われ ます けれ ども、世界 をデ ジタル 情報 に変換 してい るだ け じゃない んです 。 も う少 し

正確 に言い ます と、 人 間が世界 を認知 してい る、その認知 のプ ロセ スです ね 、 これ 自体 が
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デ ジタル 化 され た。そ して、それ が外部 的な 自動機械 システム として外側 にシ ミュ レーシ ョ

ンが生 まれ た とい うのが 、情報 テ クノ ロジー が もた らした もの なん です ね 。

　先 ほ ど長 野先生 の話 にあ った よ うに、1951年 にシ ャ ノンや ウィバ..__とい うよ うな人 た ち

が、 いわ ゆ る情報 理論 とい うもの をつ く り上 げ ます が 、 この情報理 論 の 中で 、彼 らは あ ら

ゆる情 報 がバイ ナ リーデ ー タに変換 可能 で あ る とい うよ うな こ とを言 ってい ます 。 あ らゆ

る情報 とい うのは、 い わゆ る数 値 的 な情 報 の こ とだ けでは な くて、人 間 の心 、感 情 、思考

とい うよ うな もの を彼 らは既 に考 えてい た。そ の延長線 上 に、 それ こそAIで あ る とか 、

ALで あ る とか、先 ほ どの人 工生 命 とか 、人工知 能 とい うよ うな形 でテ ク ノ ロジ.___.が進 ん

で きたわ けです ね 。

　 それか ら、全 く時 を同 じく して、1953年 にワ トソン とク リックのDNAの 二重 らせ ん構

造 の発 見 とい う事態 も起 こ りま して、今度 は生命 を情 報体 として 見 る見方 、つ ま り生命 の

情報 定義 とい うよ うな考 え方 が生 まれ て き ます 。 これ らは、佐 倉 さんや 長 野先生 が専 門家

です の で、私 は素 人 の立場 か ら言 い ます と、私 に とって は生命 が情 報 か ど うか とい うこ と

自体 はあ ま り問題 で はない わ けです 。む しろ私 が関心 が あ るのは 、生命 を情 報 として と ら

え る とい う見方 があ らわれ た とい うこ とが非常 にお も しろいん です ね 。 ど うしてそ うい う

見方 が あ らわれ たの か とい うと、今 ここに書 いた よ うに、新 しい文 明 とい い ます か、神経

系 の シ ミュ レー シ ョンテ ク ノ ロジー が基盤 にな るよ うな新 しい 文 明 が誕 生 し始 めた20世 紀

の 中ごろ に、 そ うした情報 を中心 と した世 界 の見方 が あ らわれ て きた んだ と、 こんなふ う

に考 えたい。 したが って、 情報 の 問題 とい うのは、 ま さし く世 界観 や 人 間観 の 問題 で あ る

とい うふ うに考 え ます 。

　 それ で は2番 目です けれ ども、 それ は恐 らく、私 は、 この前 提 とな ってい る近代 とい う

システ ム と非 常 に関係 が あ る とい うふ うに考 えて お ります 。 それ は ど うい うこ とか といい

ます と、近代 とい うの はい ろん な定義 の仕方 が あ ります けれ ど も、 一番簡 単 に言 った らば、

西 ヨー ロ ッパ の一部 の地域 の文 明の形態 とい うか、世界観 が全世 界 を支配 した数 百年 間 と

い うふ うに考 え るのが一番 適切 なん じゃ ないか な と思 うん です ね 。我 々は その影響 下 の も

とにあ ります 。 つ ま り、 よ く言 われ る よ うに、い わ ゆ る客観 的 自然 とい うもの を置い て、

それ を科学 的 に探 究 で き るん だ。 そ して、 それ を人間 が 自由 に利 用 で き るんだ とい うよ う

な 自然観 、それ か ら他 方 にお い ては、 人権 宣言 に見 られ る よ うな、人 間 とい うもの は何 に

もか え られ ない 自由で か けが えのな い存在 なんだ とい う人 間 中心主義 です ね 。 この二 つ が

近代 の世界観 の も とに あ った と思 うんです ね。

　 ところが、 こ うい う近 代 とい うの は、先 ほ どの情報 テ ク ノ ロジー とい うこ とと比較 とい

うか、対 照 させ て み ます と、非 常 に新 しい テ ク ノロジー と折 り合 い が悪 い わ けです 。なぜ

か とい うと、今 まで人 間 が頭 の中でや っていた こ とを、勝 手 に外 側 に あ る外 部 の 自動 機械

がや っちゃ うわ けです ね。我 々がい ろん な意味 を とらえた り、 い ろん な アイデ ア を発 想 し

た りす るその一部 なんです けれ ども、例 えば コンピュー ターや 、何 で もいい です 。 アーテ ィ

ス トの方 が使 って お る よ うな、例 えばペイ ン トソフ トだ とか 、 フォ トレタ ッチ み たい な も
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のが一部や って くれ ちゃ うわ けです ね。 だれ もや ってみれ ば わか る よ うに、例 えば フォ ト

シ ョップみ たい な ソフ トをや ってい る と、す ごい 意外 な効 果 が あ らわれ て きて、 とて も 自

分の頭 の中では考 えつか ない効果 を、 ソフ トが勝手 につ く り出 して くれ て、 これ はいい じゃ

ないか とい う形 でつ くり上 げてい く。そ うす ると、人 間がアー トをつ くってい るのか、 フォ

トシ ョップが アー トをつ くって い るのか どっちかわか らな くな っちゃ うとい うこ とが よ く

起 きます 。なぜ か とい った らば、神 経 系の シ ミュ レー シ ョン とい うの が情報 テ ク ノ ロジー

の本 質だ か らです ね 。つ ま り我 々が 内部 でや っていた こ とを、外側 の 自動 システ ム に置 き

か えて しま うと。そ うす る と非 常 に不 安です よね。 なぜ 不安 か とい った らば、我 々が支 配

者 で、我 々 が機械 とか 自然 を 自由に支配 で きる、 コ ン トロール で きる とい うの が近 代 的な

世界観 、 人間観 の根本 にあ ったの に、 それ が機械 が勝手 にや っ ちゃ うと。 そ うす る と、 こ

れ は も う古典的 な想像 力 です けれ ども、何か コン ピュー ター が人 間 を支 配す る悪夢 の よ う

な世界 が来 るん じゃない か とかい うよ うな、 ああい う古典的 な恐怖 感 が生 まれ て きます ね。

あるい はフ ラ ンケ ンシ ュタイ ン ・コ ンプ レックス とい って、佐 倉 さん も書 いて い らっ しゃ

る よ うに、人 間が手 を出 して はい けない部分 に人間 は今 や入 り込 んで い るん じゃない か。

例 の ク ロー ン羊の ドリー とい う、 ドリー とい うの は ドリー ・バー トン とい うお っぱい の大

きな歌手 の名前 か ら とった はず です け ど、 あれ はね。 あ の ドリー だ って、 要す

るに人 間が コン トロール で きない こ とが始 まってい るんだ とい うの が一番怖 い わ けです。

　 しか し、 よ く考 えてみ る と、情報 とい うもの を持 った情報 テ クノ ロジー の本 質 とい うの

は、 も とも とそ うなん です ね 。 も とも と正確 に言 った らば、人 間が で きない こ とを機械 に

や らせ る とい うのが コ ンピュー ター テ ク ノロジー を生み 出 した大 も とにあ った もの です か

ら、今 さ らそん な こ とを言 ってい るの は私 はおか しい とい うふ うに考 えてお ります 。 当然

じゃないか と。

　 それ がす ご く嫌 だ とい う人 もい るか も しれ ませ ん。我 々は 自由な存在 だ し、機 械 に支配

され た りす るの はす ご く嫌だ と思 ってい る人がい るか も しれ ませ ん けれ ども、 しか し、 そ

れ じゃあ本 当 に我 々 は完 全 に 自分 の頭 で物 を考 え、 自分 自身で生 きて きた、つ ま り西洋近

代 が前提 として きた よ うな 自由な個 人 とい うものがあ ったんだ ろ うか とい うふ うに考 えて

み ます と、 それだ って怪 しいん です ね。例 えば教育 シ ステムや メデ ィアや い ろん な もの、

あ るいは親や 兄弟や ク ラスメー トや 、い ろんな人 た ちの言 葉や 考 え方 に よって我 々は常 に

影 響 を受 けてい ます。 さっきの佐 倉 さんの話でい った ら、 も う心 の ウイル スだ らけ とい う

か、無 菌状態 の心 なんて い うのは実 はないわ けです ね。無 菌状 態 の心 と言 ってい る方 がか

な り危 な い とい うか、か な りロボ ッ ト的な心 なわ けで して、 だか ら最初 か ら我 々は汚染 さ

れ てい るわ けです ね 。 とい うこ とは、汚 染 され てい る とい う状 態 におい て は、要す るに コ

ンピュー ター を使 ってい る ときに、 コン ピュー ター と私 の間 で生 まれ る もの とい うの は、

それ が私 に所属 していな いか ら とい って、それ を恐怖す る とい うのは何 か ち ょっ と過 剰反

応 の よ うな気 がす る。つ ま り近代 とい う時代 が僕 た ちに何 か抑圧 を押 しつ けて きた、そ の

抑圧 み たい な ものがす ご く強 いか ら、 コン ピュー ターみ たい な ものがす ご く怖 い。何 か勝
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手 に動 いた り、それ か ら人 間 を必 要 と しない よ うな システ ム を入れ るのが怖 い、 こ うい う

感 情 を生 み 出す ん じゃない か と、そ う思 うんです ね。

　 したが って、私 は、我 々 に とって情報 テ クノ ロジー とい うのは一 種 の魔 術 に見 え る と思

うんです 。つ ま り、僕 た ちが コ ン トロール で きないカ に よって勝 手 に コン ピュー ターや メ

デ ィアが動 い てい るよ うに 見 える。だ か ら魔 術的 で あ り、非 常 に恐怖 を 引き起 こす もので

あ る。 で も同時 に、 この魔 術 をつ く り出 してい る もの は、皆 さん ご承知 の よ うに数学 なん

です ね。 つ ま り、 実 はそん なに難 しい ものが魔 術 をつ く り出 して い るんで はな くて、 コン

ピュー ター は非 常 に超 合理 的な プ ログ ラム言 語で書 かれ てい る。つ ま り、 こ うした情報 テ

ク ノロジー の も とに あるの は超 合理 主義 的 な ものであ る。 ところが、実 際 に あ らわれ て く

る、我 々が アプ リケー シ ョンソフ トなんか を使 ってい る ときに あ らわれ て くる場 面 で はそ

れ がす ご く不思 議 で、魔 術 的で非 合理 的 な もの にな って くる と。 そ うい うこ とが今 あ るん

じやない か。

　 ま とめに な りませ ん し、 また後 でお話 を させて いただ きた いん です けれ ども、結 局 、今

我 々が置 かれ てい る状況 とい うのは、新 しい文 明に移 行 しつつ ある、 その過 渡期 だ と思 う

ん です ね.し たが って、 そ の過 渡期 におい ては、今 まで の枠組 みや 今 まで の倫 理観 で新 し

い もの を拒 絶す るんで はな くて、 む しろ新 しい情報 テ ク ノ ロジ.___と新 しい情報 文 明 のあ り

方 とい うもの を冷 静 に分析 してい くべ き時代 で はないか と。 その先 に、 きっ とこれ まで と

は違 った新 しい表 現や 文化 も生 まれ て くるん だ と、 そん なふ うに考 えてお ります 。

【長 　野】

　 ど うもあ りが と うご ざい ま した。

　 少 し先 走 った ご紹介 を して失礼 しま した。 その手前 の ところの、情 報 が ど うい うイ ンパ

ク トを与 えてい るか とい うこ とで も って非 常 に新 鮮 な議論 を展 開 してい ただ いた わ けです

けれ ども、今 のお話 の 中で も、 こ うい うこ とをや ってはい けな い とい うよ うな こ とが出 て

き ま した し、佐 倉 さんの さっ きの漫画 で も、い い宗 教 、悪 い宗教 とい うよ うな こ とが出 て

きま した.そ のい い悪 い、 い けない とい うの は、価 値観 とい うか、社 会的 な倫理観 で ある

わ けです ね。 人 間で はな くて、動 物 の世界 にそ うい うもの は あるんだ ろ うか とい うよ うな

議論 が社 会生物 学 とい う世界 の中で は盛 ん に交 わ され てい ます。

　 利 己主 義、利 他 主義 の議論 とい うこ とです が、 さっきの ドー キ ンス なん か もその チ ャ ン

ピオ ンの一人 です が、例 えばE・O・ ウィル ソンの社会生 物 学な んて い うの を読 ん でみ ま

して も、 要す る に、 ある意味 で は利 他 主義 なんてい うもの はない と。利他 は利 己で あ る と。

一番利 他 的 に見 えるハチ の巣 で もって働 きバ チがせ っせ と働 く とい うのは
、 自分 は子供 を

産 まない わ けです けれ ども、結 局 、 自分 と共通 の遺伝 子 を持 ってい る女 王バ チ にた くさん

子 供 を産 ませ る と。 そ の方 が遺伝 子 として は生 産率 が高 い と。 そ うい うふ うで あれ ば、ハ

チ は数 学計算 をす るわ けで はあ りませ ん け ど、 自然選 択 の結 果 と して、 そ うい う行 動 をす

る よ うに進化 が進 ん で きた と。要す るに、我 々が、働 きバ チ は よ く働 い て感 心 だ、利他 的

だ とか言 ってい るの は、 ミツバ チ が持 ってい る遺伝 子 の利 己主義 で あ る と。
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　ハチの世界ならまだわかるんですけれ ども、ウィルソンなんかはかなり挑戦的に、人間

なんかでも、いわゆる利他的に見えるのは、見え透いた偽善とい うことは別にして、だれ

もが利他的だと思っているようなことも、実際は、人間の持っている遺伝子 レベルで見れ

ば利己的な振る舞いの反映にすぎないんじゃないかというようなことをいろいろ言った り

しております。

　そうしますと、そういう考え方以前に考えられていたその真 ・善 ・美の 「真」なんです

けれども、何が正しいいいことかというようなことをこの時代に、そ うい う生物学の進歩

から見ると、やっぱ り前 と同じ考え方でいいんだろうか、新 しく考えなければいけないん

だろうかというような疑問が出てきますし、それから今の室井さんのお話の最後のところ

で、コンピューターというのは、結局、超合理的な数学がバ ックにあるんだ と。大して難

しくないというのは僕は異論があるんで、数学は非常に不得手ですか ら非常に難しいんで

すが、ただ超合理的の 「超」 とい うのは合理的を超えるという 「超」じゃなくて、この上

なく徹底的に合理的だ とい うような 「超」ですね。そうい うものとして、これが大きく社

会に影響を及ぼしているということは確かですね。そういうインパク トを受けて、また倫

理観 というものも変わるのか変わらないのかとい うふうに、いろいろな面から恐 らく倫理

というのも、人間の理解、それから技術的な意味での情報のインパク ト、そういうもので

揺れ動いているんじゃないかと思 うんですが、そのあた りを加藤先生にご議論いただけた

らとい うふ うに思ってお ります。

【加　藤】

　情報についての倫理的な規制にどんなものがあるかといいます と、まず我々は情報につ

いての倫理的な規制 とい うものを考える前には、規制されているのが当たり前で、自由化

された時期というのはすごく新しいわけですね。一番最初の情報についての倫理とい うの

は、正 しい情報は一冊の本に書かれていて、その本以外の情報は全部 うそだ とい うのが情

報倫理の一番原形だと思います。それで、その正しい本のことを 「ザ ・ブック」とい うん

ですね。それをもうちょっと格好よく言うと 「ザ ・バイブル」というふ うにして、この1

冊の本にすべての真理が書かれているから、その1冊 の本に書かれていることだ けを真理

と考えて、それ以外のことは真理 と認めてはいけないとい う、それが情報倫理の一番原形

だったんじゃないかと思います。

　例えばタルムー ド主義 とい うのがありまして、これはユダヤ教の方の聖書であるわけで

すけれども、タルムー ド主義の場合には、今でもそれを守っている人がいて、この世で起

こるあらゆることは全部そのタルムー ドの中へ既に書かれていて、すべての現象はそのタ

ルムー ドのバリエーションであり、タルムー ドの解釈の中で解釈できるとい う考え方であ

るわけです。人類は、かなりこの考え方でうまくいっていたんじゃないかと思います し、

人類は最初に文化をつくったときに、そういう形態が生まれるのは非常に強い必然性があっ

たんだろうと思います。ですから、中国のようにたくさんの文字文化がつ くられた社会の

中でも、やは り 「論語」というものは非常に大きな基本的なテキス トになるとい うような
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ことがあったわけですが、これを私は 「一冊の本主義の文化」 とい うふ うに呼びたいわけ

です。

　 ところが、たくさんの本主義の文化 というのが出てまい りまして、けしからんことに、

物すごくたくさんの本が対等の資格で、真理であるとか芸術であるとかというふうにして

主張されるようになるんですね。それを 「クラシックスの時代」とい うふ うに言っていい

と思います。クラシックスの時代 とい うのは、もともとは、大体1人 の人が一生涯 に読 め

るだけの冊数の分量の本にすべての真理が集約されてくるという考え方なんですね。それ

が何冊ぐらいかとい うのはよくわからないんですが、それは書誌学の歴史を調べます と、

例えばハンシウスという人が個人の蔵書目録をつくって、ハンシウスの蔵書 目録が ドイツ

の書誌学データの中に取 り込まれていくとか、エベルハル トの書誌 目録なんてい うのは大

変有名なもので して、エベルハル トという一人の学者が自分の蔵書 目録をつくったと。と

ころが、その蔵書目録の中には、これは18世 紀の人ですが、18世 紀の ドイ ツで手に入 るほ

とん ど主要な書物が入っていたと。そこで、図書館学の人々が後から目をつけて、そのエ

ベルハル トの蔵書目録からドイツの書誌学目録をつ くっていくとい うふ うなことをするわ

けなんですが、エベルハル トの蔵書目録は何 と1万 冊の本 があるんですね。それで、1万

冊を読むのはちょっ と大変 なん じゃなかったかなあと思 うわけですけれども、エベルハル

トの蔵書目録は印刷術の後につ くられたものです。ですから、印刷 とい うメディアがつく

られたとい うことが情報の文化をすっかり変えてしまったわけでありまして、グーテンベ

ルクが印刷術を発見した ときには、既に代書屋 さんとい う職業があったわけですね。そし

て、自分が本を友達から借 ります とい うと、代書屋さんに持っていって、2週 間でつ くっ

て くだ さい と言 うと、代書屋さんがそっくり同じ大きさで、同じ装丁で、いわば手書きの

コピーをつくってくれる、そ うい う職業が既にあったわけです。そして、グーテンベルク

の印刷術は、もしかすると同時発生的に印刷術が技術開発 されたのではないかとい う説も

あるわけですが、これはよくわかりません。だけども、同時発生的だ とい う説が出るくら

い普及度が高かったことは確かです。そして、グーテンベルクの印刷術が発見されて以後

50年 間に印刷 された書物は、それ以前の人類が印刷 した書物のすべての量に匹敵するとい

う有名な説があるわけですけれ ども、このようにして、同じものがコピ,___.状態で もってつ

くられ るとい うことが、印刷術 という形を通 じていわば軌道に乗 りまして、そして大量生

産 という考え方も、恐 らくこの印刷術から始まったのではないかと思 うわけです。

　アメリカで部品交換可能な鉄砲を最初につくったエリ ・ホイットニーとい う人は、政府

から受注を受けて鉄砲の大量生産をして、それまでは一品生産ですから、こちらの撃鉄が

壊れるとこちらの撃鉄に交換することができなくて、一々また トンカン トンカンつ くって

やるので、武器庫には使い物にならないマスケット銃が大量にあふれていたとい う時代な

んですけれども、部品交換可能な鉄砲をつくるということは、アメリカの政府から予約を

とるんですが、そのとき友達に書いた手紙に、印刷されたものと同じように、すべての部

品が同じ形をしているのだとい うふうに自分の技術を説明するわけですね。ですから、大
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量 生産技 術 は必 ず しも印刷 術 の発生 か らだ け起 こったわ け じゃない か も しれ ませ ん が、発

想 法 と して は、部 品交換 型 の技 術 を開発 したエ リ ・ホイ ッ トニ.___は明確 にそ の こ とを考 え

てい た と思 い ます 。

　 そ して、今 は情報 につ い ての規制 とい うのは、大体 印刷物 文化 の 中で もってつ くられ て

いた文化 の形 態で あ りま して、言論 の 自由であ る とか出版 の 自由で あ る とか とい うこ とが

話 題 にな った こ と自体 が、 も う既 に印刷物 とい うメデ ィアが社会 的 に軌 道 に乗 ってい る と

い う前提 で話題 にな ったわ けで あ りま して 、 この言論 の 自由につ いて の基本理 論 は19世 紀

の 中ごろ にで きるわ けです が、それ が実際 に社 会的 に運 用 され る よ うに なるの は20世 紀 の

中 ごろ過 ぎです 。第2次 大戦 以後 にな ります 。

　例 えばポル ノグ ラフィー解禁 な どとい う考 え方 は、大 体1960年 代 に西 欧社 会 で、い わば、

今 まで はポル ノグ ラフィー を禁 止す る とい う方 向だ った けれ ども、 これ か らは 自由化 しよ

うで はないか とい う考 え方 が で きるわけです が、そ の考 え方 の原形 は、1860年 ご ろに出た

ジ ョン ・スチ ュワー ト ・ミル の 「自由論 」 にあ ります か ら、大体100年 間 ぐ らいそ の助 走

期 間だった。そ の間 に二つ の戦争 が あって、言論の 自由なんてそ んなま どろこい ことを言 っ

て られ るか とい うふ うな殺伐 た る20世 紀 の前半部 分 があ った と思 うん です けれ ども、 そ こ

でで き上 がって きた情 報 につ いての規制原理 とい うのは二 つ あって、一つ はハー ム(危 害)

に対 して禁止 、オ フ ェ ンス(不 快)に 対 して制 限 とい う条項 で あ るわ けです ね。 です か ら、

印刷 物 とい うの は原 理 的 に人 にハー ム をもた らす もの とは考 え られ な い。 印刷 物 で ある と

かすべ て、例 えば こ うや ってぶん 殴 る とい うのは危害 なん です けれ ども、 ここで もってポ

ル ノをば っ と見せ る とい うのはオ フ ェンスであ って もハー ムで はない 。 した がって 、情報

とい うものは、一般 的 にい うと、ハ ー ム とい う物理 的な 因果 関係 とは別 の、い わば あ る意

味でハ ー ムの能力 の ない因果 関係 とい うふ うに情報 とい うもの が考 え られ るわ けです か ら、

一般 に情報 とい うものにつ いて のハ ー ムに基 づ く禁止 とい うのは あ り得 ない とい うのが 印

刷 物文化 の 中でつ く られ て きた倫理 基準 であ った わけです 。 しか し、 この ときに は、同時

に、例 えば 出版 社 が存在 す る とか新 聞社 が存在 す る とか とい うふ うに して、情報 を売 った

り買 った りす る社 会的 に許 された形態 があって、だれ もが 自分勝 手 にそ の コ ピー機 を使 っ

て印刷 をす る とか、だれ もが 自分勝 手 に大量 の もの をつ くって配 る とい うこ とは まあ事実

上ないだ ろ う。だか ら、お よそ、例 えば加納典明のあま りレベルの高 くないポル ノグラフィッ

クな作 品 なん かで も、一応 出版社 とい う形 を通 じて印刷物 が市場 に出 回るだ ろ うと。そ こ

にはおのず とそ こに一 種 の社会 的な規制 とい うもの も加 わ るに違 い ない とい うふ うに考 え

られ てい た と思 い ます 。

　 ところが、 これ が情報ハ イ ウエー時代 にな ります とい うと、い わばオ フェ ンス につい て

は制 限す る とい うふ うに考 え られ てい た考 えそ の ものがほ とん ど通用 しな くな る。 です か

ら、今 まで です と、ハー ドポル ノだ と書店 の位置 を規制す る。例 えば東京都 の条例 では、

書店 の位 置規制 とい うのが ご ざい ます 。それ か らヨー ロ ッパ で は大体 ドイ ツでい う とユー

ゲ ン ドシ ュ ッツ と言い ます が、青少年保 護条例 とい うのが あって 、 あま りひ どい ところに
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けばけばしいものが目立たないようにするとい う、制限については社会的な合意が成立し

ているとい うふ うに考えられているわけですけれども、 しかし、皆さんはインターネット

でアクセスして多分多くの人がごらんになっていると思 うんですけれ ども、普通の印刷物

であるならば許可されないようなポルノグラフィーが実際にアクセス可能であるという状

況になってきているわけです。

　 それと、インターネットとい う形の印刷物 とは違 うメディアが出てきたときには、印刷

物が持っていた事実上の制限条項よりもはるかに緩やかな制限が社会的に加えられている

と考えられますので、もしも印刷文化の中で決められてきた、ハームは禁止、オフェンス

は制限という基準と同じ基準がインターネットで使われないとすると、インターネ ットと

印刷物の間でダブルスタンダー ドになってしまうとい う問題が起こるわけですね。ですか

ら、できることならば、印刷物についての倫理基準と同じレベルにインターネッ トの倫理

基準も合わせてもらいたいとい うのが一つの考え方ではないかと思います。

　 それからもう一つは、インターネットの時代になったら、印刷物時代の古めかしい倫理

基準は使えないという考え方もあるかと思います。ただ、これから先、今までです と、イ

ンターネットの中に流れる情報というものもそんなにたくさんはなくて、かなりコンピュー

ターの操作にたけた人々がインターネットを利用するということはあったと思 うんですけ

れ ども、これか ら先、あらゆる人々がインターネットを使ってたくさんの情報を流す とい

うことになると、新しい文化がそこで生まれてくると思 うんですが、これは恐ろしく制限

というものが事実上乏しい社会であり、だれかが正しい意見を述べるとだれかが間違った

意見を述べる。そしてこの正しい意見と間違った意見は、19世 紀 です と自然淘汰 されて、

正 しい意見だけが生き残るとい うふ うに考えられてきたんですけれども、一つの正 しい意

見に対 して間違った意見が四つもうわっと出てきて、量的に考えると間違った意見の方が

圧倒的に多いとい うようなことになると、だれが正しいのか とい うことを、情報 と情報を

比較 しただけではわからないというふ うな文化が発生してくる。非常にアナーキスティッ

クな文化になる可能性もあると思います。

　そこで、私たちが質のいい情報を質のいい情報として選び抜いていくことが情報の自然

淘汰ではもはや行われないとすると、何によって質のよさとい うものを支えていくのか、

これが新 しい情報社会の文化の中での大きな課題になるのではないかと思われます。

【長　野】

　はい、どうもありがとうございました。

　その情報によって、いわゆる倫理がどう変わったというよりは、情報をどうい うふ うに

扱 うのが新 しい社会的倫理であるかというか、そ うい う話が中心……。

【加　藤】

　いや、今ちょっと先生のおっしゃる趣旨がよくわからないんですが、例えば今までです

と、情報の加工とい うのが非常に制限されていて、例えばオ リジナルな情報 とい うのは、

そのオリジナリティーを尊重して使わなければならないとい うオ リジナリティー尊重文化
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みたいなものがあったわけですけれども、今のようにコンピューター化されて、画像だ と

か音楽なんかが処理できるようになる前には確かにそれでよかったのかもしれないけれ ど

も、二次情報だとか、情報の二次加工だとかということが非常に、それ 自体が一つのオリ

ジナ リティーをある意味で認めていいような、情報についての処理方法になるとすると、

今までの情報についての所有権の考え方だとか、著作権の考え方なんかは大幅に変わって

くるとい う可能性はあると思います。

【長　野】

　そこら辺では、まだきっちりした基準はなくて、むしろこれからだ ということですね。

【加　藤】

　ですから、今までの情報についての倫理 というのはわずか数百年間しか経験がなくて、

いわば当てずっぽうでいろんなことをやってきた。それも、ポルノグラフィーについての

情報倫理基準ができるのが1960年 代 とい うふ うな未経験な状態で、例えば著作権の問題に

なると、生物著作権の問題なんかも絡んできて、その著作物について、所有権 というアナ

ロジーを使っていい、その使い方について、非常にたくさんの可能性があるんですけれ ど

も、まだそのたくさんの可能性がチェックされている、これにしたらいいという案はまと

まってないと思います。

【長　野】

　はい、どうもありがとうございました。

　 このフォーラムのテーマにもかなり本質的に関係あると思 うことなんで、後でまたこの

問題に戻ってきたいと思います。

　今の最後の生物著作権 ということでは、例えば今いろんな農作物の役にたつ遺伝子 とか、

それから先天性疾患のための遺伝子、要するに遺伝子治療のための材料ですね。そ うい う

ものを殊にアメリカなんかでは、東南アジアとかアフリカとか、遺伝子が非常に多様なも

のがたくさんあるところへ行って、いわば遺伝子あさりをやってくると。それが物化した

情報ですね。それを持ってきて、会社でもって研究して新薬をつくるとか、そ うい うこと

に対して地元の、例えばインドですね。ちょっとお礼をやるから血を取らせてくれとか、

そ ういうことに対 して、これはその民族の持っている情報であるとか、そ うい う形でも、

これは生物著作権という遺伝子著作権なわけですけれども、そんなことが問題になってい

るような時代であるようです。

　 ところで、普通のプログラムから言いますと、大体物事 というのはわか りやすい物理、

化学に始まって、それから生物に行き、社会とか価値の問題に入った りするわけですけれ

ども、池内先生に、む しろ最後に登場 していただいたのは、今のお話の中にも再三出てき

たように、コンピューターグラフィックスとかいっても、基礎になっているのは、数学 と

物理 ・化学がまたどう違 うと言われると困るんですが、広い意味では、一応人間と切 り離

されたフィジカル、ロジカルな論理の世界であると。物理学 とい うのはそ うい う世界でど

んどん進んできたわけですが、それが非常に大きなインパクトを与えていると。そ うい う
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意味で、社会的現象 というよりは社会に大きいインパクトを与えつつあると。それからも

ちろん別の例 としては原子爆弾とい うのが象徴的なインパクトがあったわけです。

　それからまた、そういう広い意味の技術 とい うことを離れて、物の考え方 としても、例

えば宇宙物理学、天文学とい うものが進んで、非常に遠い星のことがよくわかるようになっ

てきたと。あいにくすぐお隣の火星なんかには生き物はいないと思っていたんですけれど

も、やっぱ り水があったとか、これはアメリカのNASAな んかの宣伝 もあって、そ うい

うふ うに言わないと予算が来ないとい うようなところがあるのかもしれませんけれども……。

【加　藤】

　あれは予算取 りの対策のにおいが相当濃いですね。

【長　野】

　ありますね。あまりそれをここで力説すると差しさわりがあるかと思いますが、それは

余計な話としまして、そ うい うことはやはり我々の物の考え方に非常に大きな影響を与え

ていると思 うわけですね。そ うい うふ うな、いわば技術 としてのインパク ト、思想 として

のインパク ト、両面あると思 うんですが、そうい うことに関して池内先生にご意見を伺え

たらとい うふうに思ってお ります。

【池　内】

　池内です。

　私、実は何をしやべろうかと思って、きのう、おとついからいろいろ考えて、皆さんの

話を聞いてからまたというので一番最後に回していただいたわけです。

　それで、一つ二つ、ちょっと考えたことをお話 ししたいと思います。

　一つは、今、長野先生がおっしゃいましたが、実は戦後の時代、「物理学帝国主義」 とい

う言葉がはやったことがあります。それはどういうことかといいます と、物理学の手法で、

隣接の分野、例えば生物学へ、先ほどのワ トソン、クリック、あの二重 らせんをつくるも

とになったエックス線写真などもまさに物理の手法をそのまま適用したわけですね。そ う

い う生物学へ進出しました。帝国主義なら侵略したというべきかもしれません。

　それから、私が今属しております宇宙物理学、これはもともと天文学 といった分野です

が、私も物理出身なんですが、物理学者が入 りました。それから、最近は医学の方にそろ

そろ侵入しておりまして、無論人工臓器の問題 とか、血液の流れなんていうのはまさに物

理の手法が必要なわけですね。

　そのように 「物理学帝国主義」 とい う言葉が言われた一つの原因は、物理学が持ってい

る手法、考え方が確かに非常に有効であったわけです。つまりそれまでの、ある意味では

博物学の時代、いろいろなデータを集める、集積する時代を、その多種多様なデータをど

のように整理 ・分類するか、そのときには、最も基本になるある非常に単純な概念でそれ

を分けてみる。あるいはその概念から出てくる、演繹される法則性によっていろいろな現

象を解析 していくとい う手法ですね。実はこの手法は、物理学が最も得意とする、ある種

の還元主義といいますが、得意 とする手法でありまして、それを生物学 とか、今の宇宙物
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理学とか、人体の科学 とか、そ ういうところに適用する。それが見事に成功 したと。成功

した原因はやはり一つ、これは明らかにデカル トの時代から言われております一種の、自

然界は時計仕掛けのように規則的に動く機械のようなものであると。そこには非常に単純

な原理があり、その原理から導き出される法則があり、その法則にのっとって物事を見て

いけば非常に単純に理解できるという考え方。私自身は非常に有効な方法であると思って

います し、無論、現在でなお有効であると思いますが、これは物理学だけじゃないんです

ね。自然界のいろんな側面で適用できる手法であります。

　ひょっとした ら社会科学にも適用できるのかもしれませんが、それはどうか知 りません

が、これは実は詳細な情報、あるいは情報時代とは逆行する考え方なんですね。逆行する

と言ってはおかしいですが、木の葉の枝や葉っぱはもう取 り去りなさいと。本質的な幹だ

けをとりあえず出しましょうと。例外事項は多少 目をつぶ りましょうとい うわけですね。

その意味では物理学は非常に理想的な状態を想定 して、その中で原理をまず見つけると。

現実の運動はそんなにきれいなものではありませんから、例えばよく言われるピサの斜塔

からガリレイが物を落 としたら、軽いものも重いものも一緒に落ちると。そんなことはあ

り得ないわけですね。これは真空中でや らないとだめなわけです。もっとも、あれは本当

にガ リレイがやったかどうかという話もありますが、真空中でや らなければだめです。

　それから、例えば物質が運動をし始めると、これは外からカが働かない限 り一定の速度

で動き続ける。これは慣性の法則 と言いますが、これもうそですよね。当然抵抗がありま

す。空気抵抗もあるし、摩擦もありますね。そうい う場合は、我々はいったん、そ うい う

摩擦がない、空気がないとい う理想状態において非常に単純な原理を見つけよう。その原

理のもとでどうい う運動をするかという運動の法則を見つけようとい う手順です。ですか

ら、これはいわゆる近代科学の基礎的な方法であり、考え方でありました。これは非常に

有効でありました。かつ現在においてもなお有効であるというふうに思います。

　無論もう一つの問題はまた後で言いますが、先ほど室井さんですが、整理されてくださっ

たのは、例えば20世 紀の前半までは、物理学の言葉でいえばニュー トン力学の時代なんで

すね。要するに運動 とおっしゃいましたが、まさにこれはニュ.___トン力学、マクロな大 き

な物質のニュー トンカ学がそのまま適用された、技術化された時代です。今の情報時代は

量子力学の時代なわけです。つまりミクロな、例えば半導体の中での情報を基本的には2

ビッ トでいかに情報 を単純化 して持っていくか。これは量子力学を徹底して利用したや り

方なんです。そういうのは物理学で得られてきた知見がそのような技術化をされて現在の

日常の生活に入ってきているとい うふうに考えているわけです。これは、単なる整理した

の物の見方なのですが、私がここで強調したいのは、いろんな意味で今は還元主義の問題

点が言われてお りますが、複雑系の科学という、やたらに、私はばかみたいにと思 うんで

すが、はやってお ります。ばかみたいにというのは、実はあの中での、無論いろんなや り

方がありまして、まさに複雑な様相を呈しておるわけですが、あの中でも、例えば非常に

複雑な形なんだけれ ども、単純な法則で物事がわかるんではないかとい う、そうい う見方
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で進 め られ てい るの もあ ります 。

　 も う一つ は、複 雑 な もの は複 雑 な まま、実 は複 雑 系な んて予 言 はで きない ので あ ります 。

コ ンピュー ター の 中で は、例 えば複雑 系 同士 を くっつ ける ときに さ らに複 雑 な形 がで き る

んです が、 それ は もはや コン ピュー ター でない と答 えは出せ ないわ けです ね 。我 々の予 言

で き る とこ ろで はな くな るわ けです 。そ うい うもの か ら、 い ろんな ものが ま じってお りま

す か ら、今 の ところは、そ こが何 が出て くるかわか らない し、言 うほ どのお も しろい もの

が出 て くるか ど うか わか りませ ん。 とい うの は、今言 った よ うに、還 元 主義 的な考 え方 で

複雑 系 を扱 って は、そ の意 味 では新 しい概 念 はなか なか出 て こない わ けですね 。 それ か ら、

一方 では コ ン ピュー ター を通 さない こ とには答 えが わか らない
。 見通 せ ない わ けです か ら、

現 実 に複 雑 系の科 学 を本 当に持 ち込 む こ とがで き るか ど うか は私 自身 は まだ わか らな い と

思 い ます が、だ か ら、 言 うほ どの こ とで は今 の ところはな い と思 い ます が、お も しろい こ

とはお も しろい です 。

　 いずれ に して も、そ の よ うに物 理 学の論理 的 な数理解 析 の方法 み たい な ものです ね。そ

うい うもの が成 功 して きて 、それ が我 々の生活 の 中に入 り込 んで きてい る。 とい うの は、

物理 学帝 国主義 とい うの はそ うい う歴 史 であ りま して 、それ は ま さに20世 紀 の この科 学 の

世紀 の特徴 であ った とい うふ うに思 い ます 。

　 しか し、一方 で は、非 常 に用心 しな けれ ばな らない こ とがあ ります 。 これ は私 がや って

い る宇宙論 の立 場 で言 い ます と最 もわか りや すい ので言 い ます と、例 えば我 々は、宇 宙 か

らや って くる、 ま さに天 か らの情報 を受 け取 るわ けです ね。 これ は受 け取 る しか しよ うが

ないわ けです。 我 々は、 お星 さん 、 ち ょっ とどい て とい うわ け には、 そ こへ 行 って調べ る

わ けに はい きませ ん けれ ども、受 け取 る しか仕 方 がない わ けです ね 。 ま さに これ は博物 学

の まず デー タを集 め る とい う、情報 を一 方的 に受 け取 る。 これ は無論 多様 な情報 が あ り、

ノイ ズ とともにま じった情 報 がや って き ます 。そ の中で我 々 が行 うの は、 こ こに受 け取 る

上で の技術 の 問題 があ りますね 。情 報 を受 け取 る とき に、例 えば宇宙 を観 測す る ときには、

これ は ある明 る さ以上 の もの しか観 測 で きないわ けですね 。それ か ら、 あ る波長 域 で しか

観 測 で きませ ん 。地上 で は可視 光 と電波 で しか、要す るに我 々は色 眼鏡 をか けて宇 宙 を見

てい るわ けです 。

　 それ か ら3番 目は、見 る とい う行 為 を通 じて物 を認 識 してお ります か ら、 実 は見 えない

もの は多様 に あるん だ けれ ども、 それ は光 を出 さな い もので あった とすれ ば 、我 々 はそれ

を認識 で きない わ けです 。 直接 認識 はで きな いんです 。 しか し、 間接 的 に は認識す る こ と

はで きます。例 えば、 我 々は真 っ暗や み に して ここに壁 が あ る とい うの は、 ボール を当て

た らわ か るわ けです ね 。何 か作用 を見 る こ とに よって わか ります 。例 えば一番簡 単 な のは

回転 してい る転 体 が あ ります と、 これ の 回転 速度 をは か ります と、遠 心力 の大 き さ と、真

ん中か ら重 力 で引 っ張 って お ります か ら、 その重力 とがつ り合 ってい るこ とにな ります ね。

長 い間 回転 で安 定 で ある。 そ うす る と、 こ こに姿 は見 えな くて も何 か あるはず だ とい うこ

とがわ か るわ けです 。それ は、我 々 の計 算 に よ ります と、お よそ 見 えてい るもの の10倍 は
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存在す る とい うふ うに推 定 され てい ます。 見えない もの の方 が10倍 あ るわ けです 。だ か ら、

つ ま り我 々は、宇 宙 か らの情 報 を得 る とい った場合 にで も、今言 った よ うに、我 々が持 っ

てい る技術 上 の問題 、電磁波 を通 じて しか観測 で きない、 あ る明 るさ以 上 しか観 測 で きな

い 、 ある波長 域 で しか観 測 で きない 。つ ま り我 々は、部分 を、 その情報 を うま く織 りな し

て あ る種 のモデル をつ くって、 こ うだ ろ うと推 測 してい る。そ のモデル を も とに、今 度 は

また こ うい う観測 が望 ま しい とか、 こ うい う波長 域 で見 ま し ょ うとい うこ とにな る。 そ う

い うの を フィー ドバ ック と言 い ます ね。要す るに観測 してデー タ を得 て、我 々の物理 、 あ

るいは数学 とい う知識 体系 の も とで ある種 のモデル 、法則 を適用 して、 こ うだ ろ うと推測

して新 たな観測 に向か うと。地上 での実験 の場合 は、実験 をセ ッ トア ップで き る とい うよ

さが あ ります が、基本 的 には 同 じこ とです ね。実験す る、デー タを得 る、それ を数学 ・物

理 学 の知 識体 系 の も とで整理 して、モデル を立 てて推 測 して新 た な実験。 そ うい うフィー

ドバ ック系 が科学だ ろ うと思 います が、今 言 った よ うに、そ のデー タ を得 る部 分 におい て

明 らか にバイ ア スが入 ってお るわ けです ね。我 々は ある部分 しか見 てい ない。 しか も、本

来的 に部分 しか 見 るこ とが できない場 合 もあ ります。 そのバイ ア スが あ ります 。

　 それ か らも う一 つ は、そ の中で我 々は ある種 のモデル を立 てて とい うふ うに、 あ るい は

現在持 ってい る法則 の も とに こ うだ ろ うと推測 して、 それ をチ ェ ックす るた めに新 た な観

測 な り実験 を行 って い る。 そ うい った ときに、モデル を立 てて とい う、 ここに も う一つ 、

現在 の我 々 の持 って い る知識体 系 、あ るい はひ ょっ とした らあ らま ほ しき、 こ うい うもの

で あって ほ しい とい うものの上 で物 をつ くってい る可 能性 があ ります。 これ は特 に宇宙 論

なんか の歴 史 は ま さにそ うで したね。宇宙 は静かで あ る とか永遠 で あ る とか、そ うい うふ

うな、何 か あ る種 のあ らまほ しき描 像 にのっ とって考 えて い る。 つ ま り我 々の頭 の 中のつ

く り上 げてい る世界 の 中で、 こ うい うもので あろ うと推定 してい るわ けです 。 それ を実際

の もの と考 えてい る。

　 そ の場合 に、我 々が持 った意識体 系 と、それ か らも う一 つ はあ らま ほ しき とい う、 ある

い はあ るべ き と考 え る立場 もあるか も しれ ません が、そ の よ うな ある種 の、 あ るい は現代

の我 々が持 ってい る ある種 の偏 りとい うのか、常識 とい って もいい のか も しれ ませ ん、 そ

の部 分で のイ メー ジのも とに 自然観 がつ くられ てい る とい う、 この点 は十 分注 意 してお く

必 要 が ある とい うふ うに思 ってお ります 。

　 つ ま り我 々 は、観 測技 術 と知 識体系 の も とに現在 の世界 観 、 あるい は宇 宙観 をつ くって

い るので あって 、それ はだ か ら、例 えば観 測技術 が一段 上が るこ とによって それ まで の宇

宙 のイ メー ジが ご ろっ と変 わ る場合 があ るわ けです ね。現 実 に、例 えば歴 史 的 に地 動説 か

ら天動 説へ移 った、 あるい は現 在 の膨 張宇宙 なんてい うの は、 これ は大 き な望 遠鏡 に よっ

て新 た な知 識 を得 られ た結果 と して その よ うな宇 宙観 がで きたので あ りま して、だ か ら、

我 々が持 ってい る現在 の 自然観 、 あるいは宇宙観 とい うの は、 ま さし く現在 の持 ってい る

我 々の観測 技術 と知識体 系 の も とでつ く られ てい る、 あ るい は非常 に人為 的 な宇宙観 か も

しれ ない とい うこ とを十 分注意 して お く必要 があ る とい うこ とです 。 も う一つ は、そ の 中
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で、つまり我々は、情報の受け手として、先ほどもありましたが、どのように選ぶかとい

う問題があるんですが、情報の受け手 として一つ非常な問題点は、にせの信号にだまされ

るとい うことがあるわけですね。つまり宇宙物理学の中で、過去5年 間 ぐらいの間に、 こ

れは世紀の発見であるとい うのが四つぐらいありまして、あってつぶれたやつが四つあり

ます。つま りこれはにせの信号でしたというのがあります。あるいは、それはその望遠鏡、

あるいはシステムは、世界で1台 しかない最高級 なものである。だれもそれを追試するこ

とができない。そ うい う結果が今続々出されています。そのときに我々は、それでおもし

ろい結果が出たら、これはおもしろいなあというと、私は理論屋ですからす ぐ簡単なモデ

ルをつくったりするわけですが、それが1年 ぐらいたって、世界で100点 ぐらい論文が出

た後、 これはウソでしたとい うのがあるわけですね。その点では、まだウソでしたと言っ

てくれるからいい。その意味では公開制とい うのは非常に重要でありまして、これウソで

したと言わなかったら、10年 、20年 の間に論文は幾つ書かれるで しょう。そういう怖い状

況が生まれてお ります。

　つまり先ほどの情報の選択の問題もあるし、果たして偽かどうかということは、もはや

我々はなかなか、本人が言わない限りは判断できなくなっているわけですね。これは科学

の問題において非常に心配している問題であります。果たして情報化社会の中で科学とい

うものがどのような、これまで持ってきた信頼性みたいなものが保ち得るかどうかとい う

ことは非常に問題だと思います。

　もう一つは、先ほど、情報化社会によって今度は非常に情報の伝達が速くなって、世界

中一様に行 くようにな りました。一様化されているわけです。世界中の研究者が、あるお

もしろい問題がわあっと群が り、恐 らく、例えば今から10年前 と比べて、その問題が解決

され る時間スケールはものすごく速くなっています。つまり逆に言います と、世界中の人

間が同じような研究ばか りやるわけですね。わあっと集まって一遍に解決される。非常に

速い時間で解決 される。何かおもしろいことがあるとまたわあっと。そのような進め方に

なってお りますから、非常に世界中が一様化 し、研究者も一様な研究者ばっか り育つ。私

自身が非常に心配しているのは、そ ういう中で本当に大きな仕事が可能になるかどうかと

い うことです。ほとんどがみんな同じような問題しか考えなくなる。非常に狭い、先端分

野が細い細い先の方へ進んでいっているわけですね。科学者一人ひとりが持っているキャ

パシティーが非常に小さくなります。要するにものすごく問題が難しくなっていって、世

界中の人がその問題を、難 しくなっているんだけれ ども解決が速 くなっています、さっき

言ったように。 しかし、それは、逆に言うと、物すごく専門化 していって、狭い狭い範囲

で皆同じようなことを考えている、そ うい う科学者集団が生まれっつある。

　その中で私自身がちょっと言いたいのは、今の還元主義の一つの行き着きつつある姿だ

と思いますが、私 自身がそこで申し上げたいのは、そのような時代を経た上で、再度博物

学が復権する必要があると思ってお ります。博物学というのは、つまり専門分野 としては

非常に狭い分野をやっているけれ ど、その専門分野から、今度はもっと全体の、物理学な
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ら物理学、宇宙でも何でもいいんですが、そうい う科学の分野を再度見渡す、つなげる、

あるいは今言ったように、ある意味では非常に似た論理で物事が考えられていますから、

いろいろな分野の解決、あるいは研究の論理みたいなもので全体をもう一度見直してみる。

つまり、かつての花をいろいろ集めたり虫を集めたりする博物学ではなしに、いったん細

分化 した上で、再度それを織物のように編み直すような博物学、つまりある種の論理なり、

進め方なり、物の見方なりによって科学のいろいろな分野を、再度、全体の姿を見えるよ

うにする。それにおいては、マルチメディア、あるいは情報化社会の中でのいろいろなメ

ディアをいかに有効にうまく使 うかと。それは非常に有効であると私は思っています。そ

れはつまり還元主義に対する博物学の復権、あるいは多様性をもう一度織 り直す時代にお

いて情報化メディアというのは非常に重要だとい うふうに考えているわけです。

　ちょっとあま りまとまらなかったんですが、今のような感想を述べたいと思います。

【長　野】

　どうもありがとうございました。

　今の物理学研究から社会のいろいろな事柄にまでわたって非常に広範に議論 していただ

いたわけですけれども、大ざっぱに言いまして、情報 という概念とそれを扱 う技術が現実

に大きいインパク トを与えている。これはもう言わずもがなの当然なことのわけですね。

その現実にといいますのは、先ほどの ドリー、 ドリーの名前がそ ういうおもしろいところ

から来ていたとい うことは知 らなかったんですけれども、ああい うものが現に存在 して、

非常に大きな関心を呼んでいますし、ほかにもいろいろな価値観にかかわるような結果を

生んでおります。ただ、結果を生まなくても、物の見方 として、またそれは結局人間の見

方、社会の見方とい うことでもあるわけですけれども、そういうものとしても非常に大事

なキーワー ドになっているとい う事柄が皆さんの論じられたことの共通項のように思いま

す。

　今、最後に出てきましたのは、そういうふうに、情報の扱い方とい うのはこれからます

ます強力になって世界を動かしていくかというと、そこには空回りというか、見かけがそ

ういうふ うにたくさんの情報がはんらんしても、ほとんど意味がないんならいいんですけ

れども、全然意味がない情報がただ流れるだけであるというようなことも出てくるかもし

れない。物理学だけじゃなくて生物学でも研究は細分化ですけれども、幾ら細分化しても、

非常に細かく切ったクロスワー ドがありますね。その一つ一つの小さな仕事が確実にその

パッチであって、絵が完成できるのならいいんですけど、どこにも当てはまらないような

かすみたいな論文がたくさんできても本当にしようがないわけですね。それはただの悪 口

かというと、実地の科学者というのはみんなそ ういう悩みを持ちつつあると思います。

　先ほどのあの書誌学のエベルハル トでしたっけ、1万 件 とい うお話を伺いま したけれ ど

も、いろんな論文のリス トアップをした、いわゆる抄録誌 というのがいろんな分野であり

ます。生物学で言います と、このところ毎年15万 件 ぐらいで しょうか。つ ま り東京都の電

話帳みたいなものがこれ くらい一連に積み重なるわけでありまして、もちろんそれが全部
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読 めるはず ない わ けです けれ ども、 そん な もの を、 ただ作業 員 がいれ ばパ イル ア ップす る

こ とは何 で もない わ けです ね。 そ うします と、情報 とい うのが非 常 に豊 富 にな った結果 、

物 事 を客観 的 、有効 、冷 静 に見 られ るか とい うと、整理 で きない 情報 の 山の 中 に手 を突 っ

込 んで 、た また ま取 り出 した もの を見 て、 あ あこれ は よか った、悪 か った と言 ってい る と

い うよ うな、 か えって恣 意性 が非 常 に出て きて しま うと。 これ は研 究 につ い ての 問題 です

けれ ども、そ んな事柄 も あ ります 。そ うい うふ うに、情報 のイ ンパ ク トとい うこ とが一 言

で言 えばキー ワー ドな わ けです けれ ども。

　 ち ょっ とここでお休 み をい ただ き ま して、 その 間 に、広 範 に とい って も、ば らば らに と

お考 え にな った方 が あるか も しれ ませ んの で、 もっ とキーポイ ン トとして こ うい うこ とを

聞 きたい とか、何 か あ りま した ら、ぜ ひ メモ の切 れ っ端 で結 構 です か ら、 それ を こち らに

お寄せ い ただ きま した ら、再 開 の後 、 そ うい うご意 見 を大 い に活用 して何 とか形 をつ けて

い きたい と思い ます 。

【司会(神 成)】

　 あ りが と うご ざい ま した。

　 それ で は、今 か ら10分 間休 憩 を と らせ てい ただ きたい と思 い ます 。

　 長 野先 生 もお っ しゃ ってい ま したが、 ご意見 が あ りま した ら前 の方 までお持 ち くだ さい 。

　 また、最初 に 申 し上 げ ま したが、 質 問等 が ご ざい ま した ら、 そ のたび とか 、挙手 してい

ただ けれ ば、 マイ クをお持 ちい た します ので、 よろ しくお願 い いた します 。

　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 休 　 　憩

【司会(神 成)】

　 10分 間 が過 ぎ ま した ので、 後半 の方 を始 め させ てい ただ き ます 。

　 長 野先生 、 お願 いい た します 。

【長 　野】

　 それ じゃ あまず 前 半 を受 け ま して、大 ざっぱ に言 い ます と、非常 に情 報 、イ ンフォ メー

シ ョン、それ の交流 、そ うい うもの がに ぎや かで あ るよ うで、 それ をい ろん な あ らゆ る レ

ベル で変革 を迫 って い る よ うな こ とは確 か なわ けです けれ ども、別 の言 い方 を します と、

情報 がはん らん して 、既成 の割 合安 心 して考 え られ てい た体系 み たい な もの をか き乱 して

い る とい うよ うな こ ともあ るん じゃな いか と思 うんですね 。皆 さん の こ議論 の端 々に これ

が出 て きた と思 うん です が、 そ うい う点 につ いて、 まず何 で もいい ん です が、一 言ず つ お

話 しい ただ けた ら と思 うんです 。

　 まず生 物学 で一 つだ け例 を言 い ます と、去年 の話題 はO-157で した けれ ども、 そ の また

1年 前 にはエ ボ ラ ウイル ス とい うや つ があ りま した。 あれ はア フ リカ あた りが起源 で 、 わ

けのわ か らない猛悪 ウイル ス がわ っ と出て きた とい う話 です けれ ども、 この60年 代 にな っ

てか ら幾つ もそ うい う例 が出て い るわ けです ね 。そ の皮 切 りは ラ ッサ熱 とい うや つだ った

んです けれ ども、実 はその も う少 し前 か らそ うい うこ とは、 あ ま り注 目され なか った け ど

出てお りま して、例 えば これ は まだ1950年 代 です けれ ども、 も う亡 くな ったデ ュボス とい
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うア メ リカ の有 名 な生態 学者 、晩年 には文明評論 家 にな りま した け ど、そ の人 が 「健康 と

い う幻想 」 とい う本 の 中で 引いてい る絵 です けれ ども、 ヨー ロッパで もって満州 産 の毛皮

が ファ ッシ ョンにな った とい うこ とがあ りま して、 そ うす る と、 タラバ ザ ン とい う一種 の

ネ ズ ミみた いな動物 のいい毛皮 なん です けれ ども、 それ が非 常 に高 く売れ る とい うんでみ

んな とるよ うにな った と。 そ うした ら、そ のネズ ミに潜 んでい た、ネ ズ ミに対 して はそれ

ほ ど害 の ない、少 し重症 の肺 炎 ぐらいです ね、そ んな程度 の もので済 ん でいた ウイル スが

人 間に うつ って非 常 に満 州 で災害 を及 ぼ した と。昔 か ら安 定 して、 タ ラバ ザ ン を とって い

た猟 師 とい うのは、病気 にかか って元気 のない よ うな、 そ うい うネ ズ ミは用 心 して さわ ら

な い よ うに した とい うん です ね。 ところが、素人 がた くさん乗 り出 して きて 、わ け もわか

らず に何 で も とる と。それ か らた くさん とって かき回す 。それ か らウイル スの方 に してみ

る と、 ネズ ミに とって は迷 惑 な話 です けれ ども、一定 の平衡 関係 で何 とか安 定 に済ん でい

た ものが、 か き乱 され たので 、人間 のあだ を討つ とい うわ けで はない です けれ ども、人 間

にたか って、 た また まそれ がひ どい熱病 になる とい うよ うな例 があ る とい うこ とを既 に指

摘 を してお ります けれ ども、 ラ ッサ熱 に始 ま り、マ,___.ルブル グ ウイル ス とい うのは、や は

りア フ リカか ら輸 入 して ドイ ツ のマール ブル グで もって発病 したん でそ うい う名 前 がつい

たん です けれ ども、 そ うい うもの とかエ ボ ラ とか、 みん なそ うい うパ ター ンだ と思 うん で

す ね 。それ は ただ ウイル ス の感 染 とい う、表 面的 にはそ うい うこ とです けれ ども、考 えて

み ます と、生態 系の 中で ある落 ち着 いた状態 に あった ものが、 か き回 され た ため に突如強

い病原 性 が出現 した よ うに見 える とい うことで、エ マー ジ ング ウイル ス、発 現す る ウイル

ス とい うふ うにな って、 それ は交通網 が非 常 に発達 した とい うよ うな こ ととも関係 が あ る

んです けれ ども、一つ の大 きな研究 分野 にな って お ります 。

　 そ のまた一面 として、 そ うい うふ うに ウイル ス とい うの は、今 は極 端 な例 です け ど、そ

うい うひ どい病 気 を引 き起 こ さない に して も、 む しろ しょっち ゅ う目に見 えない よ うな形

な ら気 がつ かない わ けです けれ ども、 い ろん な生物 の間 をあっ ち こっち渡 り歩い て 、 目に

見 えない よ うな変化 を、人間だ け じやな くて生物界 全体 に及 ぼ してい るん じやない か とい

うよ うな考 え方 がで きま して 、 しば らく前 にその本 を訳 したん です けれ ども、 その本 の題

は 「ウイル スの反 乱」 とかい う素人 っぽい題 に しま した けれ ども、そ の も との題 は 「ダ ン

シ ング ・マ トリックス」 とい う非常 に含蓄 のあ る言葉 な んですね 。 これ は ど うい うこ とか

とい うと、マ トリックス とい うと生地 、布地 です ね 。それ が絶 えず揺 れ動 い ていて 、何 が

輪郭 で あるかわ か らない よ うな変動 を続 ける生 地 とい う、 ウイル ス と生物 の 関係 とい うの

はそ うい うもので あって、 いわ ば ウイ ル スが生 物 の固体 性 とい うものの輪 郭 をぼや か して

しま うと。一種 の生物 学的 な レベル で の情報 とい うか、 ノイズ とい うか、 そ うい うもの の

行 った り来た り、む しろそれ が 自然 の姿 じやない か とい うふ うな議論 を今 して い るわ けで

あ ります 。

　 今 、社会 で の情報 のはん らん の仕 方、 それ が熱病 を起 こ して い る とも思 い ませ ん けれ ど

も、い ろんな価 値体 系 をか き乱 してい る とい うこ とにつ いて は、そ んな一 面 も あるん じや
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ないかということを生物の方か らちょっと申し上げて、あと皆さんに自由にご発言いただ

いたらと思 うんですけれ ども、じゃあ並んでいる席の順でご発言いただきましょうか。

【佐　倉】

　お三方に一言ずつ質問させていただきたいんですけれども、室井先生 と加藤先生にはほ

ぼ同じ質問なんですが、室井 さんが新 しい情報テクノロジーは、要するに新 しい文明が構

築されるのであるから、旧来の倫理観によってそれを拒絶するのはよくないとおっしゃっ

いまして、おっしゃることは非常によくわかるんですが、じゃあその新 しい文明を受け入

れるときに何かやっぱ りモラルのコー ドというか、規範が必要だと思 うんですね。そのよ

りどころは、どこか何かないとぐずぐずのとんでもない社会になってしまうと思 うんです

けれども、そのよりどころは必要なのか必要じゃないのかということと、もし必要だとす

れば、じゃあ何を室井さんは考えていらっしゃるのかということをお聞きしたいと思いま

す。

　加藤先生にもほぼ同じ質問で、情報の中での選択淘汰のメカニズムがもう働き得ない、

インターネ ットなど、そ ういってさっきおっしゃっていたわけですけれ ども、そうしたと

きに、じゃあどうすればいいのかということなんですけれども、その一番よりどころとな

る枠組みを何かお考えでいらっしゃるのかとい うことをお聞きしたいと思います。

　池内先生にも、ちょっとそれと関連するんですが、新たな博物学が必要であるというご

指摘で、これも言ってみれば、科学の世界で新しい規範をつくれ とい うことか と思います

けれども、全 く私もそのとお りだ と思 うんですけれ ども、しかし、よくほかにも科学者の

方でそういうことを言う方は多いんですけれ ども、しかし、実際に、じゃあ若い大学院生

が、何か一つのことを専門にしないで、そ ういう学際的なことをやるとい う制度な り指導

体制なりが、今の日本に限らず世界の先進国で、どこでもいいんですけれ ども、できてい

るかとい うと、かなり難 しいのではないかとい うふうに思います。やはり何か大学院でき

ちんと、天体物理学でも動物生態学でもいいんですけれ ども、修めた上で、一丁前になっ

てから、臭い飯を食ってからちゃんとやることをやってからや りなさい とい うような風潮

があると思 うんですけれども、こうい う風潮 自身は変えることができるのか、あるいはそ

れ ともある程度そういう徒弟作業みたいなものは必要なのかという辺をお聞きしたいんで

すけれども。

【室　井】

　すみません。

　同じ答えになるかどうかわか りませんけれども、倫理の基準とい うのは、倫理学者がい

る前であれですけど、ころころ変わるもんですよね、現実には。ころころ変わるんであっ

て、問題は、それを普遍の基準みたいなものをつくりたがる勢力 と、それを破 りたがる勢

力が常にいるわけです。私はアー トのことなんかをやっていることもありまして、コー ド

とい うのは基本的に破 られるためにあるんだ とい うことを強調 したい。

　そのときに、じやあどっちが正しいかとい うと、恐らく佐倉さんなんかが言っているこ
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とと、結論 というか、どうしたらいいかとするときに、それほど違わないような気もする

んですね。つまり妥協点とい うか、このあたりで手を打っておきましょうとい うのが実際

には必ずあるわけですよ。ただ、言説から見ます と、さっき佐倉さんがちょっと言ったよ

うなことでい うと、心のウイルスの話。心のウイルスを治療するとい うと、何かやっぱり

心の防疫学というか、衛生学というような気がして、あまり気持ちよくない話なんですね。

何がウイルスで何が正しい心のあり方をだれが決めるんだ と。要するに無菌状態の心なん

かあるのかと。先ほども言いましたように、そうい う発想は私はあまりしないんですね。

　もう一つは、先ほど長野先生もおっしゃいましたし、加藤先生もおっしゃったと思うん

ですけれ ども、情報が氾濫しているといいますけど、氾濫はしていません。情報化時代と

い うのは、情報が氾濫する時代だといいます。それは、要するに本屋さんに行 くと、何百

万冊もあるような本屋があったり、あるいはCDな んか も幾 らでもあるように見えますね。

それか ら、ラジオやテレビのチャンネルもすごくふえています。しかし、それは氾濫 して

いるんじゃないんです。そんなことを言ったら、今、この部屋の中でもラジオやテ レビの

電波が行き交っているわけですから、この部屋は無数の情報で氾濫しているとい うことに

なりますけど、皆さんは感 じますか。例えば今流れているテレビ放送の電波は全部ここで

受信できるんだということでいったら、まさしくこの部屋の空間の中に情報が氾濫 してい

るとい うことになりますけど、こういうのは氾濫とは私は言わないと思います。そうじゃ

なくて、アクセスが可能なだけなんです。要するにアクセスしようと思えばできるとい う

状況が今あるわけでして、私はこれは非常にいいことであるというように基本的には考え

ています。

　そして、こうい う情報の氾濫が困ると思 う方々のほとんどは、例えば子供がポルノを見

ると困るじゃないかとか、そんなにたくさんアクセスできるものがあってもどこにアクセ

スしていいかわからない、かえって不自由だとい うようなことをおっしゃいます。そ うい

う人に限って、何かコンピューターや情報化文明が非人間的な文明をつくっていると言い

たが ります。矛盾していると思うんですね。もし我々が本当に自由な存在だったらば、い

つでも自由に情報にアクセスできる権利がある方がいいに決まっているんです。子供だっ

て、あるいは少年だって、本当に個人として自由な人格を持っていれば、見たけりや見れ

ばいい。悪い影響を受けるのはそいつが悪いとい うのが本当の個人主義だと思 うんですね。

ですから、そうい うことをおっしゃる方は、恐らくそういう情報や教育が人を、要するに

ね じ曲げた り、あるいは正しい人間をつくった りというふ うに可塑的なものであるとい う

ふ うに思われている方だと思 うんですね。つまり軍隊と同じことで、こうい うふ うな情報

だけ与えておけばこういう真っ当な人間ができる。こういう情報にアクセスできるような

環境をつくるとその人間はだめな人間になるというような、まさしく非ヒューマニスティッ

クな人間観を持っているということになると思います。したがって、アクセスする権利は

常に保証すべきである。そして、それを情報が氾濫 しているというふ うなメタファーを使

うのが既に古いんだというふ うに私は考えています。
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【長　野】

　 それでは加藤先生。

【加　藤】

　本当は、佐倉さんには、寄生体 とウイルスとコンピューターウイルスとの類比をされた

けれども、似たところがあるんだとしたらどこが違 うのかとい うことも言ってくれないと

困るんで、情報のいろんな関係の立ち方 と生物 とを類比するとい う話は非常に多いんだけ

ど、同時に違 うとい うところも相当あるんじゃないかと思 うんですね。

　今の室井さんの話にもありましたが、何か新しいものを生み出す潜在的な可能性がある

んだけれ ども、それを社会が抑圧 していて、それを取 り除くとよりよいものが生まれてく

るとい う新しさに対する期待感のイメージとい うものが、19世 紀の末 ごろです と今よ りず

うっと強かったんですけれども、大体、私の感覚で言 うと、古いものを壊 して新 しいもの

をつくるとよりよいものになるとい うことについては相当みんなはげんなりしていて、新

しいからといって、ただ目新 しいだけで、それがよりよいものであるということについて

は何 ら保証がないとい うふ うな、いわば新 しさげんなり感とい う方が本物なんじゃないか

なとい う感 じもします。つま り新 しいものがよりよいものであるというのは新 しいものが

古いものの中の情報を完全に整理 し切って、それに対してよりよいものをつけ加えている

という、常により新 しいものがよりよいものであるというイメージなんですけれ ども、こ

れは本当かうそかとなると、大体これはうそだというふ うに考えた方がいいのではないか

というふ うに思います。

　そして、例えば倫理学はしょっちゅう変わっていて、倫理的なコー ドもしょっちゅう変

わっているというお話ですけれ ども、あんまり変わっていないということも言えるわけで

す。例えばたばこは悪い とい うのとたばこはいいというのがあって、アメリカインディア

ンはたばこは健康にいい と考えていて、現代我々はたばこは健康に悪い と考えているんで

すが、これは健康によいものを摂取しなければならないとい う倫理基準は同じで、たばこ

は健康によいか健康に悪いかとい う事実判断が変わっているだけですから、普通我々が倫

理観が変わった と思い込んでいるものの大半は、倫理観が変わっているんじゃなくて、そ

の事実判断が変わっているんだということが多いわけです。例えば、女性に選挙権を与え

ろとい うときに、判断能力のある大人は政治に参加する権限があると。それで女性に判断

能力があるかないかとい う点に争いがあるわけで、それまでの人々は女性に判断能力はな

いと正しい判断をしていたのに、最近になると、女性に判断能力があるとい う間違った判

断に変わってきたので女性に選挙権を認めるという傾向が出てきましたけれども、これは

人によっては間違った価値観だ というけれ ども、価値観が変わっているわけではなくて、

女性の評価が変わっているんだ というふ うに考えられるわけで、普通、何か時代によって

倫理的なコー ドは変わるとい うふ うに言っているけれども、それは必ずしも人々が信 じる

ほど変わってはいない。

　例えばクローン人間をつくってはいけないということを言 うとすると、これはもしかす
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ると決定的に新しい要素が含まれている可能性があるわけです。クローン人間をつ くって

はいけないということが、例えばクローン人間をつくると他人に迷惑をかけることになる

だろうとか、あるいはクローン人間をつくるということは、人間を初めか らある特定の目

的の中でしかつくらないとい う、一人の事実的な決定能力を持った人間に過大な人生の目

標を与えることになるからいけないというふ うに考えると、この場合には、クローン人間

をつくってはいけないとい う理由は、完全に古い基準 と同じ基準でもってクローン人間を

つくってはいけないということになるわけです。

　 ところが、それに対 して、今まで双子というのは自然的にできる場合は許容されてきた

けれども、それを双子 と同じような同一のDNAを 持 った人間を人工的につ くることはい

けないということになると、ある特定の条件を担った人工的な生物をつくってはいけない

とい う形の規制条件が生まれるわけで、これはもしかすると決定的に新 しい規制条項を加

えることになるかと思います。ですから、例えばクローン人間をつ くってはいけない とい

うときに、なぜいけないかという理由だとか、何をもっていけないものとみなすかという

対象の特定の仕方によっては、これは全く新 しい倫理条項を倫理の文化史につけ加えるこ

とになると思うわけです。ですから、そういったことについては、かな り厳密な吟味をし

ないと、何が新 しいかとい うことはそう簡単には言えないんじゃないかと思います。

　 そして私は、新 しいテクノロジーが出てくると新しい可能性が出てきて、それを規制す

べきではないというふ うに言 うけれ ども、新 しい可能性の中にいいものもあれば悪いもの

もあるわけですから、場合によっては規制するという考え方の方がそんなに不 自然ではな

いんじゃないかと思います。

　 ただ、むしろその新しい可能性の中にどれほどす ぐれたものがあって、そのす ぐれた可

能性を生かすためにはどうしてもこれを守らなきゃならない とい う形で、新 しいテクノロ

ジーを守るとい うことに対 してはよい守 り方だと思うんですけれども、これは新 しいから

守るんだと言われると、新しいことがなぜいいことなのとい う疑問がどうしても出てくる

わけです。

　 我々の文化というのは、非常に、いわば既成の文化を破壊するという形の傾向が17世 紀

あた りか らず うっと続いてきているわけですけれども、もしかすると、そうい う既成の文

化を破壊するだとか、自由度を高めるとかという価値観そのものが今は行き詰まってきて

いるかもしれない、そういう可能性もかなりいろいろな兆候からわか りますので、その点

について吟味するとしたら、またきちんとした吟味が必要だと思います。

　【長　野】

　 ありがとうございました。

　【室　井】

　 非常に明快に言っていただけたんではっきりすると思 うんですけど、私は新 しいものが

いいというような言い方はしていないつもりですが、そう聞こえましたら謝 りたいと思い

ます。
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　私が言っているのは、新 しいというよりも、今までの、今17世 紀以来 と言いま したけど、

近代の基本的な価値観の枠組みですね。これが今動きつつあるとい うことを強調 したいわ

けです。今の加藤先生のお話です と、価値観が変わったように見えるのは実はそれは見か

けだけで、価値観を決める枠組みは動いていない とい うふ うにおっしゃいました。私はそ

の価値観を決める枠組みが動き始めている、その幾つかの兆候とい うものはあると思いま

すが、その話は具体的には時間があ りませんのでしませんけれども、そちらの方が重要で

あると。もしそ うである場合に、規制を加える基準というものが今までの枠組みではでき

なくなるわけですか ら、したがって、その枠組み 自体の議論が必要であると。私が言って

いるのは、いわゆる進歩主義的な歴史観を言っているのではなくて、む しろ場合によって

は、人間の近代以前の文明の形に近づ くというような部分もあるで しょうし、あるいは佐

倉 さんがおっしゃっているような意味での、いわゆる生命とい うようなものに回帰してい

く形の文明の形がむ しろ情報化によってもたらされるのではないかとい うイメージを持っ

ている。その点はそれ ぐらいにしておきます。

　ちょっとマイクを取っちゃったついでですから、先ほど言お うとしたアー トの話を考え

てみたことがありますので、ちょっとお話したいんですけれ ども、アー トについても同じ

ことが言えると思うんですね。つま りアー トとい うのはロマン主義の美学が生み出した、

かなりヨーロッパ近代の独特の文化制度であるという側面を持っています。つまりロマン

主義のアー トというのは表現美学 というふ うに呼ばれるもので、要するに非常に繊細な感

受性や創造力を持った個人が、この個人のことを天才 といいますけれ ども、天才が自分の

内側にあるものを外に押 し出すこと、エクスプレスすることが芸術であるとい うような芸

術観を生み出したのがロマン主義ですが、そのイメージとい うのは今までず うっと続いて

きています。しかし、これは、さっき言ったような個人とい うものですね、個人の表現 と

いう神話に基づいているものですね。 ところが、写真以降状況が変わってくるわけです。

なぜかといったら、写真は、先ほど私がお見せしたようなことでいったら、最初にあらわ

れた神経系のシミュレーションなんですね。つまり目と脳、物を見、イメージをつくると

いう神経系を外の自動機械の形で出した最初の装置です。写真 とい うのは絵 と違いまして、

シャッターを押せばだれでも似たような画像がっ くれます。似たような画像 といったらカ

メラマンはどうなんだという話がありますけど、カメラマンはどう考えても、表現主体で

はなくて補助者です。つまりシャッターを押 し、構図を決め、そしてその場所に行くとい

う、いわば機械システムの補助的な役割しか持っていません、写真家はですね。つま り主

体は機械システムであり、プログラムであり、ソフ トウエア、ハー ドウエアであるわけで

すね。ですか ら、白黒写真とい う装置を持っている限り白黒写真 しか撮れません、当た り

前ですけど。カラー写真 というシステムを使っているからカラー写真が撮れるんです。色

合いや何かは、光のぐあいとか、それから場所とか方向とかによって多少は変わ りますけ

ど、それはすべてカラー写真を撮るカメラとフィルムとい うシステムが決定するその範囲

からは決して抜けられません。先ほど言ったフォ トショップとい うソフ トを使っている限
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り、そ の フォ トシ ョップが可能 的 に潜在 的 に持 ってい る表 現能力 を超 え られ ない の と同 じ

こ とです 。 これ は写真以 降 のす べて のアー トにおい て支配 的 にな って きた形 で して、 そ こ

で は もはや人 間 がゼ ロか ら表象 をつ く り出す ので はな くて、 かな りの部 分 を外 部 的な 、神

経 系 のシ ミュ レー シ ョンで あ る 自動機 械 が肩 がわ りす る とい う形 のアー トが主流 に な って

い ます 。

　 上 でや ってい るメデ ィア ・アー トとい うのは何 か非常 にす ぐれ た ものなん です が、 しか

し、上 の メデ ィア ・アー トの展 覧会 も、 そ うい うふ うに考 えてみた らば 、今 の図式 にす べ

て当てはま るもので ある こ とがわ かる と思い ます。 しかも、タ ッチパネル とビデ オプ ロジェ

クター、 モ ニター とい うよ うな、 かな り限定 され たシス テム を使 ってい ま して、 タ ッチパ

ネル な りビデ オ プ ロジェ クターな りの潜在 的な表現能 力 の内部 にす べ ての表現 が従 属 して

い ます。 したが って、 これ は従 来 の意味 でのアー トとは折 り合 い がつ かない ものなん です、

メデ ィア ・アー トとい うの は。 じやあ一体 ど うい うふ うに考 えてい った らい いか と言 った

とき に、 さっきの例 に戻 します と、 アー トと して ど うか とい うよ うな枠組 み で価 値判 断 を

す るの は私 は意 味 がない とい うふ うに考 えてい る。 そ うじゃ な くて 、 こ うい う新 しい表現

や文化 が生 まれ 出 してい るもの を、今 まで の ロマ ンチ ックな枠組 み にお いて の アー トとい

うよ うな形 で判 定す るので はな くて、違 う形 で、今 まで のアー トで は生 み 出せ な か った新

しい可能性 をそ こか ら引 き出 してい く とい うのが我 々の役割 で ある とい うふ うに考 えてい

るわ けです ね。 だ か ら、倫 理 の話 とアー トの話 とい うの は私 に とって は実 は同 じ問題 で し

て 、そ の ときに、今 まで の枠 組 み で これ らの表現 を規 制 した り、 あ るい は教 育 した り、 あ

るいは一つ の枠 に押 し込 めた りす る こ とに私 は抵抗 した い とい うこ となんです 。

【長 　野 】

　 あ りが とうご ざい ま した。

　 ち ょ うど今議 論 にな ってい る こ ととどんぴ しゃみ たい な ご意 見 をいた だい てい ます が、

そ の前 に司会者 の特権 で もって二、 三思いつ いた こ とを しゃべ っちゃい ます 。

　 加藤 先生 は、た ば こが健 康 にいい か悪い か とい うお話 が出て 、 これ は健 康 とい うの は何

か とい うこ ととも関係 が あ る と思 うんですね 。心 が快 適 に感 じるこ とは健 康 で ある と。 こ

れ はた しか第1次 大戦 の ころや られ た有名 な話 だ と思 うん です が、 ドイ ツが捕 虜 に したの

か、 ドイ ツ人 の捕 虜 だ ったか 、 とにか く食糧 が乏 しい捕虜 収容所 で 、虐 待 したわ け じゃな

い んです けれ ども、全 体 にひ も じい状態 だ った と。作 業 を させ た け ど作 業能 率 が よ くない

と。 そ こへ た ば こを配 った と。 そ した ら、 たば こは もちろんエネ ル ギー の足 しには全 然 な

い わ けです けれ ども、て き めんに作業能 率 が上 が った とい う話 を読 んだ こ とが あ ります 。

健康 とい うのは心 を快 適 に本 人 が感 じてい る こ とだ った ら、恐 ら くたば こ をのんだ 人 はそ

の とき、 よ り健 康 にな ったんだ ろ うと思い ます 。

　 それ か ら、話 は飛 ぶ よ うです が、 オル ラス ・ハ ックス とい う人 が1930年 代 有名 なす ば ら

しい新 世界 「ブ レー ブ ・ニ ュー ワール ド」 とい う本 を書 きま した。工場 で大 量生 産 され る

イ プシ ロン人 間です ね。 それ は ち ょ うど今や ってい る よ うな試験 管ベ ビー 的なベル トコ ン
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ベ アー に、途 中でち ょっ と、初 め は間違 えてアル コ.___ルを垂 らしち ゃ った ら少 し質 の悪 い

のがで きた とい うこ とで、 それ を利 用 して 、黙 々 と働 くよ うなイ プ シ ロン人間 とい うの を

大量 生産す る と。 それ で支配者 は少 数 の アル ファ種 族 であ る と。す る と、イ プシ ロン とい

うのは文句 は言 わ ない し、食 事だ けきちん とや れ ば、それ か ら工場 の服 も、サイ ズ を一つ

決 めれ ば全員 間 に合 うとか、 くだ らな い話 もあ るんです けれ ども、 しか も、それ で最低 限

の衣食 住 を与 えてやれ ば それ 以上 の欲求 は持 たない か ら、本 人 は非 常 に満 足 で あ る と。言

い かえれ ば心 は健 康 で あ るはず だ と。 それ で、昔 のギ リシ ャの哲 学者 み たい な貴族 の方 は 、

や は り何 も しない でそ うい う人 に働 かせ るか ら非常 に健 康 で あ る と。 これ はシ ステ ム と し

て非 常 に健康 な社 会 で あ る と。 ほぼそ うい う議 論 をアル フ ァの人 が主 張す るわ けです ね。

これ は下手 な ところで こ うい うこ とを言 うと大 変 なんです が、考 えてみ る と、 これ はだれ

も論駁 で きない議 論 じゃない か とい う気 がい た して お ります 。 たば この話 とち ょっ と関連

して 申 し上 げ ま した。

　 それ とも う一つ 、写 真 の話 が出 てまい りま した。実 は、 あ る新 聞社 なん です けれ ども、

児童 図書 の選 考 の委員 会 とい うの をお手伝 い してい ま して、 きの うち ょ うどあったん です

けど、 そ こでマザ ー ・テ レサ とい うの が出て きたん です ね 。僕 はそ うい う偉 人伝 とい うの

は あま り好 き じゃなか ったん です けれ ども、そ の紹介 を聞 いてみ ま した ら、 これ はカ メ ラ

マ ンがマザー ・テ レサ の写 真 を撮 るた めに行 ったんだ け ど、そ した ら、 そ こで非常 にそ う

い う熱 心な人 た ちが奉仕 活 動 を して い るわ けです ね。 写真 どころで はな くなって 、 自分 で

その病 院の世 話 、おむ つ の取 りか え とか 、そ うい う仕事 に没頭す る よ うに なっ ちゃ った と。

それ で、そ うい うふ うに して気持 ちが変 わ って か ら撮 った写真 がた く さん あ るわ けです け

れ ども、 これ は室 井 さん なん かに言 わせれ ば、 それ でそ の紹 介 した選 者 の一人 は非 常 に感

動 的だ とい うん です けれ ども、 ロマ ン主義 的な 間違 った感動 の典 型み たい な もの です けれ

ども、今 、 カ メラマ ンは補助 者 と言 い ま した けれ ども、現 に カメ ラマ ン と して活 動 して い

る人 がみ ん なそ うい うふ うに思 って い るのか ど うか な とい うこ とは ち ょっ とわか らな いな

とい うこ とが、 ち ょっ と感 じま した とい うこ とが一っ 。

　 それ か らあ と一 つだ け言 い ます と、 ウイル ス とい うこ とです けれ ども、学生 に時 々、 ウ

イル ス とい うの は さっ きのエ ボ ラは特別 です けれ ども、なぜ み んな あん な意地悪 な悪 い こ

とをす るんです か と聞 く学 生 がい ます か ら、 「それ は君 、勘違 いだ」 と言 うんです ね。 あん

なち っぽ けな遺 伝子 の端 くれ で 、何 に も しない で、 さっ き言 い ま した よ うに 、固体 か ら固

体 にわ た ってダ ンシ ン グ ・マ トリックス の 中を渡 り歩 いて いた ら、だ れ も気 がつ かな い し、

検 出で きない と。つ ま り存在 がわか らない とい うこ とですね 。 そ うい う意 味 で、情 報 は確

かに ある け ど検 出で きない とい うこ となん だ と思 うん ですね 。佐 倉 さん が言 われ た、知 的

ウイル スか。知 的 ウイル ス とい うの は蔓延す る と必 ず悪 い こ とを しちゃ うとい うふ うなイ

メー ジで と らえ る と、確 か に この比 喩はお か しい とかい うこ とにな るん で しょ うけれ ども、

そ うい うふ うに、全 然何 も しな いで ただ渡 り歩 く とい うよ うな情報 の切 れ っ端 とい うこ と

を考 えれ ば、 この比 喩 とい うの は全然 お か しくないん じゃない かな とい う気 がい た しま し
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た。

　また、今のお話に何かコメントございましたらあれです。そ うじゃなかったら、非常に

関係深いあれなんで、これをちょっと読ませていただきます。室井さん、よろしいでしょ

うか。池内さんにもそうですね。情報の判断とい うことが出ましたので、その話もあった

と。これは池内さんにお話しいただけるといいですね。

【池　内】

　先ほど、佐倉さんから新たな博物学がどういうイメージなのかと、どうい う規範なのか

とい うふ うに言われました。確かに言葉だけいろんな人がそ うい うふ うに、私もその一人

ですが、ただ私 自身は、今、日本の中で大学改革は非常に進んでおりますが、括弧つきの

改革 という側面も非常に多いんですけれども、少なくともこの10年 の問にある種の質的な

変化 が起 こるというふ うに思ってお ります。というのは、特に大きな、いわゆる国立7帝

大 と言われている大学で今盛んに大学院重点化 とい うのをやってお ります。私も正式の肩

書は大阪大学大学院理学研究科何 とかなんですが、少なくともそうい う大学では、今や学

部学生より大学院生の方が多いんですね。定員 としても実員 としても多いわけです。何で

大学入試にあれだけわざわざ時間をかけるのかあれなんですが、つまり高学歴社会とい う

のが、今、大学院のレベルに上がってきてお ります。ですから、博士号を取る、いわゆる

博士課程を終える学生の数がおよそ2倍 を超 えるとい うふ うになっていくと思います。要

するに、今やマスターを出るのは当たり前であるという状況が、少なくとも理工系では通

常にな りつつあるわけですね。かつては高校へ入るのは当た り前というのがず うっと今や

どんどん上がってきて、恐 らくこれから10年、あるいは20年 先は大学院 を出てい るのは当

た り前であるとい う社会になりつつあるというふ うに考えています。

　そうい う状況の中で、博士課程を出た人間がみんな研究職になるわけじゃ無論ないわけ

ですね、そんなにポス トの数がふえるわけではありませんから。結局のところ、今、オー

バー ドクター問題と我々は言うんですが、 ドクターを取っても職はなしとい う問題が今起

きつつありますが、一方では、例えば、いわゆる科学館 とか博物館 とか天文台、それから

恐 らくこのアカデミーでもそ ういうシステムをつくられると思いますが、いろんな小学生、

中学生、あるいは働いている人々が、再度、こうい うメディアを通 じて新しい科学を学ん

だ り触れたりする場 とい うのが今増えてお ります し、現実にいろんなところでそうい う試

みをしてお ります。大学もそ ういうふ うに開こうとしてお ります。その意味では、私 自身

は、新 しい芽があるんだろうというふ うに思っているわけです。そういう側面があると。

つま りまさしく情報化社会というのか、そういうツールを通 じての博物学をつくっていけ

る素地が頭の数、今言ったように大学院卒がどんどんふえてくるとい う状況の中で、素地

としてできつつあるというふ うに思っています。

　 これは、実はアメリカのようなところでは科学館、博物館の、ボス トンなんかを見ると

非常におもしろいのがたくさんあちこちありますが、それから例えばスミソニアンに行く

と、あそこは1週 間 ぐらいいろいろ楽 しめるわけですね。私は、あれは一つのパターンだ
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ろ うとい うふ うに思 ってい るん です 、 もっ と増 えて い く必 要 が ある と思 い ます が。

　 そ の結 果 と して、例 えばア メ リカで は科 学雑 誌 はや っぱ りち ゃん と売れ てい るわ けです

ね。 どの本屋 で も、駅 で も売 ってお りますね 。 「Physics　 Today」 とか、い ろ

んな科学雑 誌 が、 日本 では ほ とん ど うまい こ といか んわ けです 。 「サイ アス」 とい う科学朝

日が衣 が え しま した けれ ども、 非常 に苦戦 してい るそ うです ね 。 とにか く基 盤が非 常 に広

が ってい る とい う意 味で は、 まだ まだ 日本 は低 いん だ けれ ども、 さっき言 っ た よ うに、 そ

の素地 はで きつつ ある と思 ってい ます。 そ の ときに、今度 は、そ うす る と、そ の 中で恐 ら

くプ ロ とアマ とい う、い わ ゆ る科学 を専 門 とす る人 間で 、それ で飯 を食 う人 間 と、い わゆ

るアマチ ュア のそれ が非 常 に好 きな人 、それ の切れ 目がな くな って くるだ ろ うとい うふ う

に思 うわ けです 。

　 先 ほ どの科 学館 とか天文 台 とか 、そ うい うもの の 中の活 動 、例 えばボ ランテ ィアでや っ

てい る人 が も うかな りた くさんい ます 。実際 問題 、一つ の村 で1億 円 もか けた天文 台 をつ

くって、大 変 なわ けです 。それ はその周 りを取 り巻 く会員 が支 えてい る側 面 が多 いわ けで

す ね。私 はそれ は非 常 にいい こ とだ と思 うん です。 い ろん な大学 な りい ろん な ところでそ

うい うものをつ くって、科 学 、 あるい はそ うい うもの を、特 にマル チ メデ ィア等 を利用 し

た新 しい科 学 に触 れ てい く とい う、そ うい う状 況 が、今後 は可能性 と して は高 い と思 って

い ます 。だ か ら、そ の意 味で は、 さ らに も う10年 、20年 た った ときに ど うな るか 。それ は

室井 さん なんか も言 われ るよ うに、現在 の アカデ ミズ ムの体 制そ の もの も考 え直す 時代 が

や って くるんで は ないか と思 い ます 。我 々が、言 わば大 学 の 白い 巨塔 か ど うか知 りませ ん

が、 そ こで閉 じこもって い る時代 で はな くな るのか も しれ ませ ん。 もっ ともっ とオーバ ー

ラ ッピング とい うん です か、 プ ロ とアマの オーバ ー ラ ッピ ングが大 き くな った格好 で の シ

ステ ム に変 わ ってい く と、変 われ るん だ ろ うとい うふ うに思 い ます ね 。

　 だ か ら、 そ の意味 で は、今 の情報 化 の ツール の使 い方 、それ がそ うい うアカデ ミズ ム の

形態 も変 えてい く可能 性 もあ る とい うふ うに考 えてい ます 。具 体 的 には まだ青 写真 は引 け

ませ んが、 そ うい うふ うに思 って い ます 。

【長 　野】

　 ど うもあ りが と うご ざい ま した 。

　 それ じゃあ、佐 倉 さん に また レスポ ンス してい ただい て、特 にあれ で した ら、 こ この質

問 をご紹介 した い と思 い ます 。

【佐 　倉 】

　加 藤先 生 の方 か らコン ピュー ター ウイル ス との、 同 じか ど うか とい うこ とで長 野先 生 か

ら援護射 撃 をい ただ いた んです けれ ども、や は り少 な くとも今 の段 階 の コ ン ピュー ター ウ

イル スは 自分で進 化 で きない とい うところが一番 違 うよ うな気 が します が 、 これ も果 た し

て時 間の 問題 な のか ど うなの か、僕 は ち ょっ とよ くわか らな いん です けれ ども。

　 それ か ら室井 さん の、 要す る に近 代 とい う枠 組み 自体 がだ め なんだ とい うこで 、それ は

かな り賛成 す るんです けれ ども、や は り私 は、人 間 とい う生 き物 が500万 年 か けて進化 し
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てきた過程で獲得した倫理観の基盤の枠組のようなものはあると思います。ですから、そ

の点では大枠は変わっていないという加藤先生のご意見の方に賛成です。むやみに人を殺

したりするのはいけないということは、やはり生物 として人間の遺伝子にそれこそプログ

ラムされて、本能的に持っているんじゃないかとい うふうに思っています。以上です。

【長　野】

　ちょうど今の議論とぴったりかみ合 うような、お名前を読んじゃうとい うのは、やは り

情報公開ですから、できたらそ うしたいんですが、手を挙げていただけますか。

　阪大の人間科学部の高橋コウジさんで、池内先生のところの学生さんということになり

ますか。

　内容ですが、インターネットは無秩序でかすみたいなものがあるのはわかると。しかし、

それをいい悪いと選別する絶対なる神の視点というものはないので許容すべきであると。

多目に見ておけと。何も役に立たないものが他のものと結びつくことによって新 しい視点

が生まれることもあると。それに、情報系はウイルスによって進化 したと。これはまさに、

今、佐倉さんが、少なくともコンピューターウイルスは進化 しないと言っていたことの反

対 というか、生物の場合にはそ う考えておられるとい うことで、情報系はウイルスによっ

て進化 したことを考えると、そのときに害と見えても、将来的にはわからないし、そうし

た存在はなくならないと。では、どう選別するか。個人の好みでもよいのではないかと。

そんな中から独創も生まれる。正しい画一化は何も生まないのではないかとい うようなご

意見です。

　個人的に言っちゃいます と非常に正論かなというふ うに思いますけど、何か、いかがで

しょう。

【加　藤】

　情報については、それを褒めて、何かいいものを、すぐれたものをすぐれたものとして

評価するとい うのと、それから禁止するというのと、制限するとい うのと三つあるわけで

すけれども、自由主義とい う考え方ができ上がるときには、情報は自由化 し、多様化する

ならば、人々がよりよい情報を選ぶ。だから、自然淘汰によってよりよい情報が生き残っ

ていくという考え方だったわけです。例えば豚 とソクラテスの話があ りますけれども、豚

の生活 とソクラテスの生活 と両方した人がいれば、絶対ソクラテスの方がいいと思 うに決

まっているというんだけど、私はソクラテスなんて嫌だなあ、豚の方がいいなあとい う人

もいるんじゃないかというふ うに思います。つまり自由な選択によってよりよい情報が選

ばれるとい う考え方が基本になっていました。

　 ところが、1930年 代になって、オルテガイガセ ッ トが大衆の反乱を書いて、大衆社会論

を書いた りしたころから、そうい う啓蒙主義的なオプティミズムというのに対する批判が

起こって、情報は自由化 し多様化することによって低俗化するとい う考え方が強く出てき

たわけです。ですから、もともとは自由選択によってよりよい情報が得られるというのは、

その前に理性主義的な自由観 というのがありますけれ ども、理性主義的な自由観 と、自由
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度 を許容す る とい うところの妥協 点 に 自然選 択説 が あった んだ ろ うと思 うんです 。 ところ

が、1930年 代 にな る と、 自由選 択 によって よ りよい ものが得 られ る とい う、 自由 とい うの

は真 理 の追 求 の手段 で はな くて、 自由は 自己 目的 なの であ って、 したが って、 自由に よ っ

ていい か悪 い か とい うこ とよ りも、 自由で あ るこ と 自体 が よいのだ と、そ うい う考 え方 に

変 わ って きた と思 うん ですね 。

　 そ して 、現代 の情 報 につい て の 自由な考 え方 は、 実質 的 には、 自由はそれ 自体 として よ

い とい う、そ の 自由観 に基づ い てい なが らも、い ろん な議 論 が起 こって くるたび ご とに、

自由な選択 に よって よ りよい 情報 が生 き残 る とい う自由選 択説 が 正 当化 の議 論 として使 わ

れ る とい う状況 にあ る と思 うん です 。 そ こに抜 け落 ちてい るの は、 よ りよい情報 を よ りよ

い とい うふ うに評価 す る システ ム は一体 何 なの か とい うこ となん です が 、それ は室 井 さん

や佐 倉 さん なんか もさっ きち ょっ と言及 してお られ た けれ ども、例 えば ジ ャー ナ リズ ム と

い うの はそ うい う機 能 を持 って い るのか とか、 あ るい はアカ デ ミズ ム とい うのはそ うい う

機能 を持 って い るのか とい う問題 が あ ります 。

　 そ して 、今 まで 、そ の 自由主義 とい うものが守 られ て きた の は、 ほ とん どは、 あなた が

お っ しゃった よ うに、 そ うい う規 制 をだれ かが評価 機 関 をつ くる と、 それ の弊害 の方 が大

きい と。弊 害 の方 が大 きい か ら、 自由化 の方 が まだ ま しだ とい う議 論 で あった わ けです ね 。

そ して、今 我 々は 、ネ ッ トワー クの世界 の場 合 に、例 えば評価 委員 会 とい うの をつ くって

よ りよい評価 をつ くって も、 それ は排 除的 な性格 を持 たない と思 うんです 。例 えば表 彰委

員会 とい うの をつ くって、 これ は一番す ぐれ た情報 だ とい う評 価 を決 めた として も、それ

が今 まで の社会 です と、それ に よ って他 の選 ばれ なか った情報 を排 除す る とい う意 味 があ

る と思 うんです けれ ども、ネ ッ トワー クの中で はそ うい う排 除的 な機 能 を持 た な くな る と

い う可能性 もあ るん じゃない で しょ うか。 です か ら、 あなた の場 合 に、神 の よ うな視 点 を

決 めれ ば、 それ に よっ て排 除 され て しま うとい う前提 がひそ かに働 い てい る と思 うんです

けれ ども、 同時 に、排 除 しない とい う可 能性 もネ ッ トワー クに よって生 まれ て くる と思い

ます 。

【室 　井】

　何 とな く、つ り合 い を とってお か なき ゃい けな い とい う感 じが しま して、 今 ご質 問 され

た方 も多分 ご存 じだ と思 い ます けれ ども、実 際 には、声 がで かい者 が勝つ アナー キズ ム状

態 とい うのは持続 しませ ん。 なぜ か とい った らば、 そ うい う場所 はま さし く自然淘 汰 的 に

消 えてい った り変 容 した りしてい く とい うのが、現在 、要す るにパ ソコ ン通信 や イ ンター

ネ ッ トな どで現実 に起 こって い る こ とで して 、 ここで もも う自然 淘汰 とい うシ ステ ムが働

いて い る とい うこ とは言 え る と思 い ます 。

　今 の加 藤 先生 の コ メン トは二 つ の 問題 を持 ってい て、要す るに大衆 社 会 とか大 衆文 化 と

い うよ うな ものの あ り方 、つ ま り主 にマス メデ ィア とい うもの がつ く り出 した文化 の あ り

方 です ね。 これ はい わ ゆるハイ カル チ ャー と、それ か らポ ップカル チ ャー とい うもの の二

極化 をもた らして、教 科 書で教 わ る よ うなハイ カル チ ャー よ りも、ゲ ー ムで ある とか、 マ
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ガジ ンであ る とか、 あ るい は ロック ミュー ジ ックの よ うな もの が よ り普 通 の人 た ちの関心

の重点 を 占める よ うにな って 、場 合 に よって はそ うい うものの方 が価 値 が高 い んだ と。つ

ま り、極端 な こ とを言 った ら、SMAPの 方 がモー ツアル トよ り偉 い んだ とい うよ うな 、

そ うい う人た ち がふ えて くる。それ を何 とか しな きゃい けない ん じゃない か とい う発 想 が

出て くるの は当然 だ し、私 も一応 教 育者 です ので、 そ うい う逆洗脳 の よ うな こ とをや って

お ります 。つ ま り学生 が来 た ときに、 ロ ック しか知 らない とか、ニル バー ナ こそ が90年 代

最 高 のアー チス トだ なんて い う連 中 を、いや 、現代 芸術 とい うの はそん な もの じゃない ん

だ とい うこ とをや ってい るわ けです ね。だ け ども、 それ を どこか の機 関や 、 あ るい は どこ

か のシス テム が決 めて しま うこ とには私 は も う徹底 して反対 してい るわ けです 。今 、質 問

者 の方 がお っ しゃ った よ うに、 もはや 神 とい うか 、 コン トロール す る主体 とい うの を、例

えば国家 シ ステ ムだ とか、 あ るい は教育 システ ムだ とい うもの に固定す るのは徹底 してや

め るべ きで ある と。 それ か ら、 自然 淘汰 とい う形 はまだ僕 は生 きて い る と思 い ます ね 。そ

れ はイ ンターネ ッ トの現状 を見れ ば、 その よ うな淘 汰 であ る とか、 さま ざまな排 除や 、そ

れ か ら中立化や 妥協や 調整 の システ ム とい うのは働 い てい る とい うこ とも事 実で あ ります。

【佐 　倉 】

　 再反 論 です けれ ども、 自然淘汰 の メカニズ ムは確 か にネ ッ トワー クの 中で生 きてい るよ

うな気 が します 。 ウイル スに よって進化 した とい うの も事実 です 。 しか し、進 化 した もの

がいい とい うふ うには全然 限 らない。 いい とい うの はあ ま り使 いた くない んです けれ ども、

進 化 した ものが人 間 に とって役 に立つ もので あ る とい うこ とは全然 限 らないわ けです ね 。

人 間が家畜 と して牛 や豚 を利用 した り羊 を利用 した りす るに は、野生 の もの を もって は使

えな くて、長 い年 月 をか けて人為選択 す る必 要が あったわ けです ね。植 物 だ ってそ うです 。

今 、お米 を食 べ るの は、 あれ はす ご く長 い 時間 をか けて 品種 改 良 した末 にや っ と人 間 が食

べ ておい しい な と思 うよ うな ものにな ってい るわ けですね 。野 生 の状 態 では あ あい うもの

は絶 対 出て こないです ね。 です か ら、 自然淘 汰 が確 か にあ る と思い ます し、 ウイル ス

に よって進 化す るか も しれ ませ ん けれ ども、それ が人 間の、少 な く とも現 在 の　 　 　今 の

秩序の社会での話をしていますけれども に とって役 に立つ もの であ る とか、 あ るい

は何か有益なものになるとい う保証は全然ないとい うふうに思います。

　それから、自然淘汰というのは、淘汰されるわけですから、いっぱい死ぬものが出るわ

けですね。試行錯誤、エラーがいっぱいあるわけですけれども、そのエラーによっていわ

ば進化するわけですけれ ども、例えば子供がポルノ情報にがんがんがんがんアクセスして、

強姦魔のような子供がいっぱいできた果てに、淘汰としてそういうものがよくないという

システムになるかもしれませんけれども、もし仮にそうい うことが予見できるのであれば、

それはあらかじめ私たちの知識と制度と、あるいは社会的な操作によって排除しておくと

いうことは、私は、社会秩序を保つためには当然のことではないかというふうに思います。
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　 それ か ら私 は、何 も、 どこか国家 の機 関 が神 の 師弟 にな って、 これ はそ うい うポル ノの

情報 はイ ンタ.__.ネッ トで上 げて は い けない とい うこ とを しろ とい うつ も りは全 然 な くて、

それ を排 除 的にす るのは よ くない とい うふ うに思 い ます けれ ども、 しか し、 どこか に この

情報 は信頼 で きるんだ とい うオー ソライ ズ され て い る範 囲 は必 要 な ので は ない か とい うふ

うに思 い ます 。

　 これ は最近 、私 の経 験 です けれ ども、Webで ノーベル 賞 を今 ま でだれ が ど う取 った か

とい うこ とを調 べ た ら、二 つサ イ トが あ って 、片一 方 は、そ の ノーベ ル賞 の委 員 会 が出 し

てい るホー ムペ ー ジなん です けれ ども、 も う片一方 は どこかの民 間機 関 がや ってい る とこ

ろで して、 内容 は全 く同 じだ った か らよか ったん です けれ ども、 も しそ うい うこ とで全然

違 うデ ー タベ ー スが上 が って きた場 合 に、 どこか わ ざ とにせ の情 報 を上 げ る こ とはで き る

わ けです ね。 それ で は困 る。 そ うい う情 報 が もち ろん あ って もいい んです けれ ども、オ ー

ソライズ され て い る部 分 とい うのは必 要で 、そ こが どこか とい うこ とは明示 的 に され るべ

きだ とい うふ うに私 は思 い ます 。

【室 　井 】

　反 論 じゃな くて、私 、 これ はお も しろい ところだ と思 うんです よ。 とい うの は、 さっ き

佐 倉 さん が、例 えば 「な ん じ殺 す なかれ 」み たい な もの は変 わ らな い。 これ は十 戒 です よ

ね。例 えば 「なん じ姦 淫す る こ とな かれ 」 とい うの があ ります ね。 キ リス ト教 とい うの は

非常 にお も しろい宗教 で 、姦淫 の心 を持 っただ けで も罪 で あ る宗 教 です ね 。つ ま り告解 し

な きゃい けない わ けです ね。 とこ ろが、普通 我 々はそ うは思 ってい ませ ん 。痴漢 しな けれ

ば、ヌ ー ド写真 を見 よ うが、嫌 ら しい こ とを頭 の 中で考 え よ うが、 人 に言 わ なき ゃいい だ

ろ うと思 っています よね 。 ところが、Webと い うの は、 見てい きます と、履歴 フォル ダー

がで き ちゃい ます ので、嫌 ら しい ところを他 人 が見 る とわか っ ちゃ うわ けです ね。 私 、そ

こはお も しろい と思 うの は、今 まで外 には見 えなか った部 分 とい うのが残 った りハ ン ドリ

ング され た りす る危 険 とい うの は確 か に出て くるん です よ。 その 問題 とい うのは今 まで な

か った。 なぜ か とい った ら、情報 は物 とか本 とか に も う完 全 に 固着 してい た か ら、情報 だ

けはそ うい う形で切 り離 され た り、他人 が どこをのぞい た とか、何 か嫌 らしいサイ トに行 っ

たなんて ことを、今 までは隠 してお けば わか らなか ったわけです ね 。 ところが、わ かっ ちゃ

うとい うそ こが問題 で し ょ う。 だか ら、 そ うい う新 しい 問題 が出 てい る とい うこ とで と り

あえず手 を打 ちた いん です けれ ども、つ ま りそ こか ら今話 してい るよ うな問題 が 出て くる

ん だ と。

【長 　野 】

　 結 局 、お三方 の結 論 は そん な に変 わ らない と思 うん です けれ ども、佐 倉 さん のは そ うい

う神 の視 点 です か、そ うい うもの があ っ ちゃいか ん とい う意 思表 示 だ け ど、 室井 さん、加

藤 さん のお っ しゃ ったの は、 そ うい うもの は、事 実上 、そ うい うふ うにな らない よ とい う

よ うな こ とで、以 前、 哲学 につ い て、絶対 者 の こ とじゃな くて 、交通 整理 係 な んだ とい う

ふ うに言われ た こ とが あ る と思 い ます け ど、 ち ょ うど何 とか委員 会 も、 そ うい う意 味で 、
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混乱 しない よ うな交 通整理 はや るけれ ども、いい悪 い とい う、高い とこ ろか らの取 り締 ま

りはや らない とい うか、 そ うい うふ うにはな らないだ ろ うとい う、必 然 的 にそ うだ とい う

ふ うな見通 しとい うこ とです が、加藤 さん のお っ しゃった こ とは。

【加 　藤 】

　室 井 さん は割 合 芸術活 動 の こ となん か考 えて い るけれ ども、僕 の場合 には、例 えば 商 品

取 引で詐 欺罪 が発 生す るだ とか、 それ か ら個 人 の名 誉 を傷つ けるだ とか、 い ろい ろ虚偽 情

報 が流 され るだ とか 、例 えば株式 の操作 を しよ うとす る人 が、株 主 に向か って虚 偽操 作 を

す る とい うよ うな、そ うい う可能性 を考 える と、そ うい うもの に対 して完全 にあれ は 自由

だ か らいい なん て、そ ん な安 直 な こ とは言 って られ ないだ ろ うとい う、そ うい う話 なん で

す 。

【長 　野 】

　 はい 、わ か りま した 。

　 それ と多少 関連 して 、情報 とい うか 、システ ムの 中で 自然選 択 が働 くだ ろ うとい うのは

その とお りだ と思 うん です けれ ども、それで進化す る とかい う場合 に、 「進化 」 とい う言葉

と 「進歩 」 とい うこ との混 同、 これ はず うっ とダー ウィ ン以 来続 い てい るわ けです けれ ど

も、それ は全 然違 うとい うの は、 よ く例 に 引かれ るのは、 回虫 とい うの は、 に ょこに ょこ

動 くた めの最低 の筋 肉 と生殖 機 関以外何 もな くな ってい ます けれ ども、非 常 に消化 管 内の

状 態 に適応 した進 化 した動物 なわ けです ね。 そ うい うふ うに、 あ る与 え られ た環境 の 中で

しぶ と く生 きる。 さ らに言 えば、能率 よ く子供 を産 め るものが進 化 した と。 そ こか ら時 々

ダー ウィ ンの トー トロジー と言 われ ます け ど、そ うい う意 味で進 化 とい うこ とを言 うとす

れ ば、非 常 に破 壊的 な言動 にな ります け ど、 さっきのポル ノづ け られ た子 供 とか い うのが、

それ は何 かすれ ば取 り締 ま られ るで しょ うけ ど、取 り締 ま られ る前 に がち ゃが ちゃ子供 を

つ くって しまえば、 そ うい う子 がむ しろふ え るわ けだか ら、そ うい うものがい っぱいで き

た のが進 化 の状態 で あ って、別 に神 の視 点 なんてい うの がな けれ ば 、お互 い にそ うい うも

のが う じょ うじょい る とい う社会 が あって もいいん じゃ ないか とい うこ とにな りそ うなん

だ け どど うで しょ う。進 化 とい う言葉 はそ うい うふ うに使 って もい いん だ ろ うと思 うん で

す ね。

【佐 　倉 】　 　 　 　 　 　 　 　 一

　 結局 は、 ど うい う社 会 の制 度 で ある とか、や は り強姦 魔 がい っぱ いい る と住 み に くい と

か、嫌 だ なあ と思 う人 が 多い とか、 いや 、 それ で もいい んだ とい う人 がい っぱい いれ ばそ

れ で もい い のか も しれ ないです けれ ども、結局 ど うい う社 会 をつ く りたいか とい うこ とに

よる と思 うのです が、や は り私 も、人 間 の人 間た るゆ えん とい うほ どの こ とで もないん で

す けれ ども、す ば ら しい ところ とい うの は、例 えば じゃ あ こ うい う社 会 をつ く りた いな と

思 った ら、多少 な りとも、それ が進化 の結果 で あろ うが なか ろ うが、 それ に 向けて努 力す

るこ とがで きて、 あ るい は ち ょっ とで も実現す るこ とがで き る とい うとこ ろが一番 いい と

ころだな あ とい うふ うに思 うんです よ。です か ら、 も し仮 にそ の進 化 の結果 、 そ うい う強
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姦魔が うようよという社会が出てくるのであれば、あえてその進化に反論するとい う選択

肢を人間がとるということも、これは人間の意思決定としてはすばらしいものなのではな

いかとい うふ うに思 うし、そのような、これは私の個人的な意見ですけれども、近代的な

価値観が崩壊しても、強姦魔が うようよ出るような社会はよくないとい う価値観は残って

ほしいというふ うに希望 しています。

【長　野】

　私はあえて逆説を弄したんですけれども、おっしゃるとお りだと思 うんですね。非常に

割 り切ったような、いわゆる超進歩的なことを言ってみても、やっぱ り我々とい うのは既

存の価値観に少なくとも片足をかけていると。先ほどのハッツリーの本でもそ うですけれ

ども、やはりそ うい う新世界のシステムに適応できないというか、その世界から見ればで

きそこないになっちゃったわけですけれ ども、サベージ(野 蛮人)と い うもとの、今の人

間社会の価値観を反映したような主人公が出てきて、最後は絶望して首をくくっちやうわ

けですけれども、それから安部公房さんの 「第四間氷期」も結局そ うい う人物が出てきま

すね。作者 としては、結局、そういう新 しい勇ましい世界ですか、それを書いても、必ず

それを批判するそういう立場の人を主人公か影武者として持ってきて、読ませる読者に対

しては、そ うい う人に対して感情移入してほしいというふ うな仕掛けに必ずなっているん

だ思 うんですね。徹底的にそ うなっていない本とい うのは、非常にひねくれた人は好んで

読むかもしれませんけれ ども、あまり人気が出ないん じゃないかという気がします。だか

ら、その情報によって価値が完全にがらっとひっくり返るといっても、人間がいきな り頭

から逆立ちするようにはなかなかならないんじゃないかというふ うな感 じを一つ持ってい

る。

　それから、ちょっとしゃべ り過ぎましたが、もう一つだけ言います と、先ほど、いい情

報、悪い情報の選別はおかしいとい うのはそのとおりだ思うんですね。

　私がマンションに住んでいて愉快だったのは、マンションの自治会で、郵便受けがばあっ

と並んでいるわけですけれども、例の嫌らしいチラシがたくさん入るわけですね。そうす

ると、自治会でもってそうい うのを配 らないように禁止 してくれ とかい う意見が教育熱心

なお母さんから出て、それはとてもできないよとかい うことになったんですけれ ども、見

たら、あるうちでは、その入れる上のところにすき間がありますね。そこのとこへ紙を張っ

ちゃつて、青少年に害のあるチラシは入れないでくださいといって入れ られないようにし

てあるんですね。そういう優良家庭では非常に無菌状態のいいご子弟が育つんだと思 うん

ですけれども、そ うい う話だからといってそのすき間を全部マンションでなくしゃうとか、

そ うい う独裁国家的なことは恐らくやるべきじゃないだろうと思 うんで、ただ、池内さん

も恐 らくそ うだと思 うんですが、さっき情報がはんらんして困るといったのは、もう少し

功利的な意味で、むしろ加藤先生のおっしゃったことに近いんですが、科学研究 という商

売の中で、これは多少とも役に立つか、本当のかすかわからないような情報がうじゃうじゃ

していて、いいとか悪い とかじゃなくて、どの情報をつかんだら端的に言えばもうかるか
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とい う、それ が なか なかわ か らな くな って い る とい うよ うな こ とがあ ります 。

【加 　藤 】

　情 報 の氾濫 とい うのは量 の問題 じゃな くて、合理 的な判 断や 合意 形成 が不 可能 にな る と

い うこ とで、世界 的 に見て一番 重 要な のは、合 意形成 が不 可能 な ほ どに情 報 が はん らんす

るか ど うか とい う点だ けです 。

【長 　野】

　科学 の断 片的 なデー タだ と、合意 とか い うこ とじゃ な くて、 要す るに ジグ ソーパ ズル み

たい に断片 が組 み合 わ され るわ けです か ら、そ こへ 、 どこにもは ま らな い よ うな変 な もの

が入 ってい って、 しか も最後 までそれ がわか らな い とい うこ とに な ります と、ひ ところ、

今 で もそ うです が、遺伝 子 の方 で言 われ てい る、冗 談で 、遺伝子 のAGCTと か い うシー

ケ ンス を発表 す るわ けです けれ ども、わ ざ と少 し間違 った論文 をまず 書 く と。それ か ら、

ああ ここ違 い ま した とい って後 で訂正 の論 文 を書 く と。 そ うす る と、何 も書 か ない とゼ ロ

な んだ けれ ども、 も との論 文 も、書い たか らそ の人 は首 にな るわ け じゃない んで 、2遍 論

文 が稼 げる と、 そ うい う悪 い冗談 が あるわ けです 。ただ 、それ が必 ず しも意 図 してや るん

じゃない けれ ども、 そ うい うふ うな状態 が生 じて しま うと、非 常 に商売 上迷 惑す る とい う

意 味で はん らん とい うこ とを申 し上げ ま した。以上 です 。

【室 　井】

　 ち ょっ と一言や っぱ り言 ってお きたいのは、私 は ど う考 えて もお2人 は事 大主 義だ と思

い ます ね 。 まず ポル ノ とい うのは、実 際、そ うい う反論 の載 った の を読 ん だ こ とが あ りま

す けれ ども、量 的 に言 った ら非 常に少 ないはず です 、パ ーセ ンテー ジか らい ってね。 それ

か ら、載 ってい るものが 、雑 誌 で禁 じられ てい る もの が載 ってい る とい って も、雑 誌 の世

界 とい うのは ビニ本 とか裏本 とい うのがあ ります 。 もっ とハ ー ドな もの も幾 らで もあ りま

す 。いずれ に して も、それ らはご くご く部 分的 な問題 であ ります。

　 もっ とお も しろい 問題 はい っぱい あ ります。例 えば先 ほ ど言 った、 ノーベル 賞 に関 して

の、い わ ゆるオ フィ シャル なサイ トとプ ライベー トなサ イ トが全 く同 じ資格 で並 んで しま

うとか、それ か らオ ンライ ンで人 をのろい殺す黒魔 術 のサイ トが で きてい る とか、 こっ ち

の方 が僕 はお も しろい と思 うんですね 。人 をのろい殺 してい いの か、 で もそれ は魔 術 なん

て言 って るん だか ら別 にいいだ ろ うとい う判断 もある し、い ろん な 問題 があ るの にそ こだ

け を取 り上 げた りす るのは私 はち ょっ とおか しい と思 う。

　 それ か ら、佐 倉 さん がお っ しゃ った こ とも、 まず ポル ノにア クセ スす る子 供 が猿み たい

にポル ノにばっか りア クセ スす るよ うにな る。 ポル ノを見て いれ ば強姦魔 にな る と。 これ

も非常 にお か しい。 む しろ逆 で し ょう。ポル ノを見て い る子 は実 際 にはむ しろ性 的 関心が

減退 す る とい うこ とだ って あるわ けです か ら、だ か ら、そ うい う何 か非 常 に微 小 な部分 だ

けを取 り上 げて、 あた か も巨大 な脅威 で あるかの よ うに言 って、そ して規 制 の話 に持 って

い く とい うのは割 と典型 的な レ トリックで、私 は危 険だ と思 い ます ね。

　 それ か ら株や 何 か につ いて は、今い ろんな形 での暗号 法や 、それ か らシ ステ ムが今考 え
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られているわけですから、もう十分です。

　それに、僕がもっと重視 したいのは、そ ういった資本主義のシステムとい うのは変わら

ざるを得ない部分が必ず出てきます。なぜかといったら、情報は資源 じゃないんですから、

リソースじゃないんですから、要するに情報の偏 りが利潤を生み出す という資本主義の原

理そのものに抵触 してきます。だから、根本的なシステムが変わっていくとい うようなと

きに、例えばポルノとか、危ない画像とかというのはどうも事大主義的な、ちょっと過敏

過ぎる議論だ と思います。

【長　野】

　わか りました。

　今の郵便受けにあれを入れるというのは僕は皮肉として申し上げたんで、非常に健全な

子弟が育つでしょうね と言ったのをそのまま受け取 られた聴衆の方はお られないと思いま

す。ですから、室井さんの言われていることと全く同じです。

　それから、ただ、科学文献の方については時代主義とい うか、資本主義体制の申し子だ

と、池内さんはわか りますが、僕はそれは完全に認めます。 というのは、そ ういうものに

惑わされて論文が書けないと、今、大学の選考のとき、教育が大事だ とか言 うんだけれど

も、結局見るのは論文の数ですね。そ うすると、論文を稼 ぐのに邪魔になるようなことは

悪いことだということで、それは今の文部省の言っていることを認めているとい うことで

すから、それを攻撃 されるんだったらそのとおりで、非常に旧弊な人間だ と認めます。以

上です。

【池　内】

　私 自身は、科学の世界はあらゆる意味においてオープンであるべきだ と思っています。

だから、特に遺伝子情報等、オープンしない側面がふえているとい うのは非常に問題だと

思います。

　それはそれ としまして、科学の世界では、実は情報を受け取るだけでは全 く意味がない

わけですね。それを我々は何らかの処理をした上で、今度は発信 しない とだめなんです。

だから何ぼ論文を早 くたくさん読んでもこれは意味がないわけです、研究者にとっては。

それを読んで、自分の頭の中で新たな発展をさせて次のペーパーにしなければならない。

ところが、今のように、例えば我々の分野、天体物理学では割に科学の分野として狭いん

ですが、一ヶ月でおよそ200編 論文が出ますね。院生たちは、だから毎日毎 日、朝来ると

2時 間 ぐらいプ レプ リサーバー をあけて、表題をまず見て、関係のありそうなところはア

ブス トラク トをとりあえず読んで、おもしろそうだったらアウトプットした り、そこでま

た読んだ りする。つまり、ほとんど1日 の半分は情報 を受 け取 るための時間に費やすよう

になるわけです。

　それは確かに初めのころは、特に選別が難 しいですか ら時間がかかるんですが、私のよ

うにいい加減かげん怠け者になります と、パブリッシされたペーパー しか読まないという

か、基本的にはそれを自分の習慣にしていて、プレプリントは目を通さないことにしてい

一46一



る。よっぽど送 られてきたものについては別ですが。私自身は、今度は自分自身がいかに

選択するかということのポリシーをきちんと持たないと科学そのものの行為ができない。

現在は、先ほど言ったように一様化 して、みんな同じペーパーを世界同時に見ますから、

送 り手にとったら楽しいんだけれ ども、逆に言えば、それは世界中の人がみんな同時に、

その問題がおもしろければ、みんな食いついてきますね。物すごく過敏な競争になってい

ます。そ うします と、ちょっとだけプログレスしただけでもとにかくペーパーにしちゃう

わけですね。やたら論文を書いていると。

　かつてだ と、私の若いころ書いた一つの論文は、現在だ と三つぐらいの論文になると思

いますね。部分切 りにしていくわけです。今や研究者を選別するのは論文をはか りではか

るという時代になってきて、数えるのも大変になってきたんで、これで本当に実のある研

究ができるのかとい うことですね。だから、逆な言い方をすると、本当に実のある研究を

するためには、我々はそういう論文競争の中でいかに自分自身の判断として質を選べる力

量を持っていくかどうかだ と。それは、今の大学教育、あるいは大学院教育で我々自身が

徹底 してやらねばならないことだろうと思うんですが、これはしかし非常に難 しいですけ

れども、その意味では、徒弟制はやっぱり必要なことは必要なんですね。大学院における

徒弟制とい うのは、3年 ない し5年 間の研究者になる段階でその 目を養 うというのは必要

なんです。だから、長野さんもそうかもしれませんが、私 らより上の世代は、若い時代を

ほとんど普通のゆっくり出る論文、あんまり大 した量でない時代に育ってきた人間にとっ

ては、現在の状況で本当にいい研究者が育つのかというのは非常に心配なことは心配です

ね。余りにも急速にまた便利になりましたからね。

【長　野】

　結構大事なところに議論が集中して、白熱 してきたと思 うんですが、時間が少し押しぎ

みですが、こういうのに触発 されまして、フロアから何かご質問がありましたらどうぞ、

お願いしたいと思います。

【逢　坂】

　オオサカと言いますけれども、きょうは非常に期待 して伺ったんですが、何を期待した

かというと、やっぱ り生物学と天体物理学と、それからアー トという視点、それから倫理

学という視点ですね。そ うい う多様な視点からどういう共通項 といいますか、背骨 という

ものが浮かび上がってくるかということに対 して非常に期待 して来たわけですけれ ども、

どうも何か各論に入っていくような気がしまして、私 自身がアーチス トですので、ちょっ

と質問をしたいんですが、それがどうい うふうにつながっているかという可能性を期待 し

た質問なんですけれども、私自身は天体物理に非常に興味があって、電磁波をメディアに

取 り込んだ作品をつ くっているんですが、例えば今の時代にあって、ちょっと室井さんに

伺いたいんですけれども、先ほど、アー トの一つの形態が変わりつつあるということは確

かに私も感 じます。かつて倫理 とのっながりの上でも、これは坂根さんから伺ったことな

んですけれども、MITで 原爆製造にかかわった とい うことの反省から、高等視覚センター
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とい う、 そのMITの 中に芸術 分 野 がで きた。それ につ いて僕 は、 アー トとい う存在 の意

味 とい うのが非 常 に大 きいん じゃない か とい うこ とを強 く坂根 さん の記 事 か ら印象づ け ら

れ た こ とを覚 えてい ます 。倫理 と、それ か らアー ト、 ある意味 で は一 つ の社 会制 度 とい う

ものをはす か ら見て 問題 提 起 を してい こ うとい う、 そ うい うアー トと倫理 とい うの はぶ つ

か り合 う可能 性 は ある と思 い ます けれ ども、それ と、生物 だ とか天体 物理 だ とか とい うこ

との共 通項 、べ.___スの 中か ら新 しい アー トの視 点 とい うのが あ る とす れ ば、 どの辺 に あ る

とい うふ うに思 われ ます か。室 井 さん にまず伺 い たいん です け ど。

【室 　井】

　 何 かば らば らなシ ンポ ジ ウムに 聞 こえて 申 しわ けあ りませ ん 。

　 ただ私 は 、見方 が違 うだ けで同 じ話 を してい る と思 うん です ね。つ ま り皆 さん が共通 し

てい るのは、 言葉 は違 い ます け ど、情 報社 会 にな って、そ の情報 が ど うい うふ うに組織化

され て い くか、 あ るい は編集 してい くか 、情報 を ど うい うふ うにハ ン ドリング してい くか

とい うこ とで話 を して い るわ けですね 。 ただ、 そのハ ン ドリングの仕 方 が、例 えば一方 に

お いて は規 制 と、一 方 にお いて は もっ とアナー キー な運 動 を進 めた い と私 み たい なの がい

て、それ が違 って い る よ うに見 え るわ けです け ど、多分 同 じよ うな土 台 が問題 に なって い

る とい うこ とは事実 だ と思 うん ですね 。

　 アー トとい うの は、私 は 、 も とも と情報 の組 織化 の技術 だ と思 って い るんです ね 。 も と

も ととい うのは、つ ま りラス コーや アル タ ミラの時代 か らそ うだ ったんですね 。つ ま りアー

トとい うのは一体 なんだ ろ う とい った ら、何 でわ ざわ ざ我 々は頭 の 中に あ るイ メー ジ を外

にかいてみ な きゃい けな い のか、 あ るい はなぜ 文字 をつ くって岩 肌 に何 か かか な きゃい け

ない のか。脳 の中 に も う記 憶装 置 が あるわ けですね 。だ か ら、い わば今 の コン ピュー ター

の比喩 でい った ら、 ち ょ うどフ ロッ ピー にデ ー タを書 き出す よ うに、 わ ざわ ざ脳 の外側 に

外 部 の記 憶装 置 をつ くって、外 部 のデー タベー ス をつ くる とい うのが絵 をか くこ とで あ り、

物 を書 くこ とで あ った、そ の延長 線 上 に今 の アー トだ って あるわ けです よ。 です か ら、 も

とも とアー トは情 報 の組 織化 なん です。情 報 の編 集技 術 なん です ね 、 も とも と。

　 そ うい うふ うに考 えてみ た ときに、今何 が で きるか と。今 、 ア.___トにはい ろん な こ とが

で きる と思 い ます 。 ただ し、 アー トとか アー チス トとい うの を、 固定 しない 限 りにお いて。

つ ま りに ラス コー で洞窟 壁画 をかい てい た新 石器 時代 人 は別 に 自分 の こ とをアー チス トと

思 ってい ませ んで した 。今 は、 そ うじゃな くて アー トとい う制度 が あ ります 。美術 学校 が

あ り、芸術 学校 が あ ります ので 、 アーチ ス ト、 あ るい はアー チ ス ト志 望 で ある とい う自己

意識 を非 常 に強 く持 ってい ます。

　往 々 に して先 ほ ど話 が出 た よ うに、 写真だ って アー トなん だ、建 築 だ って アー トな んだ。

アー トと見 られ た い とい う思 い が非常 に強過 ぎる場 合 が多い ん です が、私 は む しろそれ は

括弧 に入れ た方 がい い と思 うん です ね。 も とも とアー ティス トとい うの は近代 芸術だ け じゃ

な くて、広 い意 味 での情報 の編 集 技術 のエ キスパ ー トだ ったわ けです か ら、だ か らそ こに

戻 るべ きで ある。情報 編集 のエ ンジニア リングをや ってい るエ ンジニア なんだ とい う自己

　 i・



理 解 を していた だ けれ ば、 も う、例 えばデ ザイナー が、 あ るい は写 真家 が、 い わゆ る本 当

の純粋 芸術 に変 な コ ンプ レックス を持つ必 要 がな くな ります。 そ うじゃない んです 。 そ う

じゃな くて、情 報 のエ ンジニ ア リングを して いるの がアーチ ス トなんだ とい う形 で考 えて

い ただ けれ ば、い ろん な場 所 にアー トの可能性 とい うのは見 えて くる し、 それ で は不 十 分

で しょ うか。

【逢 　坂 】

　 新 しい枠組 み がで きつ つ あ る とい うふ うに さっ きお話 しにな りま した けれ ども、 アー ト

とい うの は、 さ らにそ うい う視 点で積極 的 にその枠 組 み を受 け継 いで い くとい う、 要す る

にエデ ィ シ ョナル な仕 事 だ よ とい うこ とです か。

【佐 創

　 私 は、サイ エ ンス(科 学)も や っぱ り情報 の編集 作業 だ とい うふ うに思 って お ります。

そ の点 で はアー トもサイ エ ンス も全 く同 じで、です か ら、今 室井 さん のお っ しゃ った よ う

に、 ラス コー の壁画 をかい た人が最初 のサイ エ ンテ ィス トだ ったの か も しれ ない と思 うん

です けれ ども、そ うす る と、 も うサイ エ ンス とアー トとの区別す る必 要 はな くな る時代 に

な って くるん じゃない かな とい う気 が しています。

【逢坂 】

　 そ う願 ってい るんです け ど、な かなかそ うい うふ うに はいか ない です ね 。 あ りが とうご

ざい ま した。

【長 　野】

　 ほか に どなた か ござい ます で しょ うか。

【坂根 学長 】

　 今 、逢坂 さん が僕 の話 の こ とを言 い 出 したので 、ち ょっ とつ け加 えて お きます けれ ども、

私 も室 井 さん のお話 とか佐倉 さん、皆 さんの、非 常に共通 して よか った と思 って お ります 、

き ょ うのお話 は。ば らば らだ けれ どもば らば らじゃなか った とい うふ うに思 って お ります 。

それ か ら、皆 さん は非常 にバ ラ ンス感覚 がいい です よね 。僕 は もっ とホ ッ トに なって 、そ

れ こそつ かみ合 い にな って もお か しくない ぐらい に思 ってい たん です けれ ども、 バ ラ ンス

感覚 が よ くて 、それ は恐 ら く人類 の何百 万の、 さっ き佐倉 さんがお っ しゃ った、共 通 な倫

理観 とい うふ うに言 って いい のか どうかわか りませ ん が、それ があ るん じゃない か と思 い

ます 。

　 それ か ら池 内 さんがお っ しやった 、っま り科学 が非常 に還元 主義 的 にな って きてい る と

い うこ とに対す る反省 は僕 は前か ら言 っていま して、それ を統 合す るもの とい うのは、や っ

ぱ りアー ト的 な視点 ではないか と思 うんですね。です か ら、例 のデ ビッ ド ・ウォームが言 っ

てい ま したけれ ども、科 学 自身 が も うち ょっ とアー トにな るべ きだ と。 そ のアー トとい う

のは狭 い意 味の アー トじゃな いんです けれ ども、 ところが今 、 アー ト自身 が逆 に科 学 の悪

い ところ をまねて還 元主 義的 にな ってい るよ うな ところ もあ ります ね。

　 僕 は、 さっきお っ しゃった大 学院大 学的 な ものの 目指す 一つ の方 向 として 、そ うい っ た
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博物館的なものとおっしゃいましたが、単なる博物館 とい うのはどうしても分類的になり

がちなんですよね。ですから、もうちょっとそこで問題意識をとらえて、絶えず組みかえ

ながらいろんな見せ方ができるわけですよね。それで、組みかえるときに僕はアーチス ト

が参加するというようなことが必要であって、実は私 自身もそ ういったことを考えてみた

らやってきたなあとい う気がしますけれども、これからはそ うい う形の、一般の素人には

なかなかわか らなくなってきている。還元主義的に陥って、アー トも科学も非常に専門的

になってきてわからない。わからないんだけれども、先ほどの共通のコンセンサスがどこ

かにあるわけですから、その辺にどこかで訴えかけるような形の触発型の展示を、博物館

だけではなしに、博物館 というのは単なる図書館のように検索した りなんかする場所じゃ

なくて、そういう触発型の問題意識でやるような、一種のキュレーションのシステムが必

要になってくると思いますね。

　きょうのテーマを選んだのもそ うですけれども、どなたにお話ししていただこうかとい

うことを考えて、実はたくさんの候補者があって、結局この5人 の方に来ていただいたん

ですが、非常によかったと思 うんです。非常に何か違 う角度から結びついたと思 うんです

けれども、そ うい う問題意識のある展開ができる組み合わせ方を僕は情報の世界でもぜひ

やってほしいと思 うし、そこにはアーチス トもそういう視点から参加 してほしいなあと思

いますが、僕は何か司会者をしてしゃべったようなことにな りましたけれども、本当によ

かったと思っています。どうもあ りがとうございました。

【長　野】

　どうも締めくくりのコメントをありがとうございました。

　アー トもサイエンスも、結局情報の組織化とい うのはそのとお りだ と思 うんですね。今

はただ、科学の方が、それじゃあアー トにサービスするとい うと、ちょっと遊びみたいな

ことが多くて、例えばフラクターのなんてい うのは絵がきれいですから、しばしば美術雑

誌に載った りします。そのバックにあるのは、初めに室井さんが言われました超合理的な

数学であるわけです。

　それから、おもしろい人がいて、例の遺伝子のAGCTを 音譜にかえて曲をつ くってみ

せて、あれはかな りインチキなところが実はあるんですけれども、ただその程度のことで

おもしろがらせるとい うのは、いわばちょっとした座興であって、今、学長がおっしゃっ

たのは、もっと本質的な統合 といいますか、それはどうい うものかとい うのはだれもわか

らないというと不遜かもしれませんけど、恐 らくこれから情報が新 しく社会の中で使われ、

流動していく中で次第にできてくるというか、みんなが探し当てていくより仕方がないん

じゃないかとい う気がいたします。

【坂根学長】

　じゃあちょっとついでに言います と、先ほどワトソンとクリックの話が出ましたけれど

も、クリックが今やっているのは、サンディエゴにあるソーク、あそこがそういう人間学

の研究所みたいなものをつ くってやっていますよね。ですから、科学者が還元主義からも
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うちょっと人間全体を考えるというふ うな方向に行っている時代が来ているという気がし

ます。それで、やはり価値観の原点というのは、佐倉さんがおっしゃったんですけど、そ

ういったことではないかと。やっぱ り人間はサバイバル しなきゃいけないと。サバイバル

とい うのは原点じゃないかとい う気がするんですけど、これは私の主観ですけれども。

　本当にきょうはありがとうございました。

　聴衆の方も、何か数は少ないんですけれ ども、非常に皆さん引き入れ られて、一緒にい

ろいろ問題を考える非常にすばらしいいいきっかけになったと思います。ぜひまたこうい

う形で、このシンポジウムと展覧会というのは大体2年 に1回 、 ビエ ンナール形式でや り

たい と思っていますので、ぜひまた続けて参加していただけたらと思います。どうも本当

にありがとうございました。

【司会(神 成)】

　あ りが とうございました。

　最後に司会を奪われてしまいましたが、一応これで2日 間にわたるシンポジウムはすべ

て終了させていただきます。どうもありがとうございました。
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